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１  ⼦どもの読書活動の意義                        
 

 ⼦どもが成⻑していく上で、本と出会い発達段階に応じた読書経験を積み重ねること

はとても重要です。 

出会った本に楽しさを⾒いだし思いをめぐらせることは、新しい⾔葉を学べるだけで

なく知らない世界や物語の楽しさを味わうことができます。また⾃分の頭の中で想像す

ることで、感性を磨き、考えを深めることもできるようになります。 

このように読書は⾔葉や知識の習得に限らず、想像⼒を豊かにし、読解⼒や表現⼒、

思考⼒などを養うなど、内⾯の成⻑に資することができます。これらは、これからの社

会において必要となる「⾃分で判断し、考え、⾏動し、問題を解決する能⼒」でもあり、

⼈⽣をより深く⽣きる⼒を⾝につけるといった点からも⽋かすことはできません。 

よって、育った環境や障害の有無などに関わらず、すべての⼦どもたちが「いつでも、

どこでも、読書できる環境」を整え、⼦どもが主体的に読書活動できる体制の整備を⾏

う必要があります。 

 

２  計画策定の背景                             

 
平成１３年１２⽉に「⼦どもの読書活動の推進に関する法律」が公布・施⾏され、基

本理念が⽰されるとともに、国及び地⽅公共団体の責務が明確にされました。 

そして同法に基づき、平成１４年８⽉に「⼦どもの読書活動の推進に関する基本的な

計画」（第⼀次）が策定され、すべての⼦どもたちがあらゆる機会とあらゆる場所におい

て⾃主的に読書活動ができるよう、環境整備など施策の総合的かつ計画的な推進が図ら

れ、その後平成２０年３⽉に第⼆次計画、平成２５年５⽉に第三次計画、平成３０年４

⽉には第四次計画が策定され、成果や課題、諸情勢の変化などの検証や、⽅針と具体策

がまとめられました。 

また千葉県でも、国の推進計画に基づいて平成１５年３⽉に「千葉県⼦どもの読書活

  ⼦どもの読書活動推進計画策定にあたって 第１章 
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動推進計画」の第⼀次計画を、平成２２年３⽉に第⼆次計画、平成２７年３⽉に第三次

計画が策定され、『⼦どもと本をつなぐ・⼦どもの本でつながる 読書県「ちば」の推進』

の理念のもと、県内における読書推進を図る取り組みが⾏われています。 

 

３ 計画策定にあたって考慮すべき事項                  
 

このように国や県では、⼦どもの読書活動の推進に関する計画を策定しておりますが、

市町村においても、国及び県の計画を基本として、⼦どもの読書活動推進計画を策定す

るよう努めなければならないとされています。 

また、平成３０年度に国が定めた「⼦供の読書活動の推進に関する基本的な計画（第

四次）」や平成２７年度に千葉県が定めた「千葉県⼦どもの読書活動推進計画（第三次）」

においては、次の課題や⽅向性などが⽰されています。 

 

◎社会情勢 

・スマートフォンなどの普及により、⼦どもを取り巻く情報環境が⼤きく変化してお

り⼦どもの読書環境に⼤きな影響を与えている可能性がある。 
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◎⼦どもの読書  

・⼦どもの不読率1について、⼩学⽣と中学⽣の不読率は中⻑期的には改善傾向にある 

が、⾼校⽣の不読率は依然として⾼い状況にある。 

・乳幼児期から発達段階や⼦どもの実態に応じて、⼦どもが読書に親しむ活動、読書 

 習慣の形成が図れるような活動を推進していく必要がある。 

 

 
 

◎読書活動の推進体制  

・⼦どもの読書活動に関する理解や関⼼を⾼めるとともに、担い⼿となる⼈材の育

成が必要である。 

・⾏政、学校、⺠間などが連携・協⼒し、横断的かつ継続な取り組みが⾏われるよ

うな体制を整備するとともに、その⽀援が必要である。 

 

本市の計画策定にあたっても、これらの課題や⽅向性を⼗分考慮することが必要です。 
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４ 松⼾市における取り組み                               

 

本市の⼦どもの読書活動については、図書館を中⼼に読み聞かせをはじめ、企画展⽰

や⼦ども本まつり2、また保護者やボランティアを対象にした絵本の選び⽅の講座を開催

するなど、関係者や関係機関との連携・協⼒のもと、多岐に渡って展開してきました。 

さらに、平成２７年には松⼾市教育委員会において「松⼾市図書館整備計画」を策定

し、⽬指す⽬標の１つとして「本を通じて⼦どもを育む図書館」を掲げ、 

①⼦どもの成⻑過程に応じた読書活動と学習活動の⽀援  

②学校及び学校図書館との連携  

③家庭での読書活動への⽀援  

の３つの柱を定め、⼦どもの読書活動の⽀援と環境整備に取り組んできました。これま

での松⼾市における⼦どもの読書活動に関する主な取り組みは下記のとおりです。 

 

 

①⼦どもの成⻑過程に応じた読書活動と学習活動の⽀援 

・推薦図書リスト「こどものほんだな」の配布（図書館） 

  ・おはなし会の開催及びおはなしボランティアの育成研修（図書館） 

  ・読書通帳3サービスの導⼊（図書館） 

  ・タブレット型インターネット端末利⽤サービスの導⼊（図書館） 

              

 

                      
                             ▲タブレット 

▲おはなし会 
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②学校及び学校図書館との連携 

・学校図書館専⾨員・⽀援員4の配置及び資質向上のための研修（指導課） 

・学校貸出5サービスの開始（図書館） 

・公共図書館と学校図書館の連携のための研修会（図書館） 

・⼩学校での読み聞かせ講座6の開催（図書館） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
                           ▲研修会 

③家庭での読書活動への⽀援 

・松⼾市ブックスタート7事業 (幼児教育課、⺟⼦保健担当室、図書館) 

・⼦ども読書推進センター・新松⼾こどものとしょかんの開館（図書館） 

・親⼦絵本講座の開催（図書館） 

・パートナー講座「⼦どもの本の選び⽅」の開催（図書館） 

          
▲新松⼾こどものとしょかん 
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▲⼦ども読書推進センター              ▲こどものとしょかん 

 

 

引き続き⼦どもたちの成⻑を⽀え、松⼾市のすべての⼦どもたちが、本に親しみ読書習

慣を⾝に付けられるよう施策に取り組むことが必要です。 
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１  計画の位置づけ                            
  

本計画は「⼦どもの読書活動の推進に関する法律」第９条第２項に規定されているも

のであり、本市における⼦どもの読書活動の推進に関する施策の⽅向性や取り組みを⽰

すものです。また、松⼾市総合計画や松⼾市社会教育計画、松⼾市⼦ども総合計画、松

⼾市図書館整備計画など関連計画との整合性を図っていきます。 

 

２  基本理念                               

 

 

「 本を通じて 子どもを育む まつど 」 
  

 

本市における⼦どもの読書活動の現状や国、県の計画の⽅向性をふまえ、それぞれ

の発達段階において、家庭や地域、学校・保育所（園）・幼稚園、市⽴図書館など、⼦ど

もの読書に関わるすべての⼈たちが⼀体となって⼦どもの読書活動を進め、⼦どもたち

の豊かな⼼を育んでいく必要があることから、本計画の基本理念を「本を通じて ⼦ども

を育む まつど」といたします。 

 

３ 基本⽅針                               
 

この基本理念の実現に向け、国、県の動向や本市が取り組んできた実績、⼦どもを

取り巻く環境の変化などから⽣まれる新しい課題、各種データやアンケート分析など

をもとに、次の３点を基本⽅針といたします。 

 

第２章       計画の基本的な考え⽅ 
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（１）本に親しむ機会の充実 

    ⼦どもたちが読書習慣を⾝につけるためには、社会全体で⽀援することが必要です。 

それぞれの発達段階に応じた取り組みを進めます。 

（２）より良い読書環境の整備 

    さまざまな場所において⼦どもたちが読書活動を⾏えるよう、本に触れ、読書に親

しめる環境を整備します。 

（３）⼦どもの読書活動に関する普及啓発 
市⺠や関係者、関係機関へ、⼦どもの読書活動についての理解と関⼼を深めるため 

の情報提供や啓発活動に取り組みます。 

 

４ 計画の期間                              
 

計画期間は、令和２年度から令和６年度までのおおむね５年間とします。計画期間終

了後は本計画における取り組み状況をふまえ、必要に応じて⾒直していきます。 

 

５ 計画の対象                               
 

 本計画の対象とする⼦どもは、おおむね１８歳以下とします。 

 

６ 評価指標及び⽬標値                               
   

基本理念、基本⽅針などから設定する本計画の評価指標及び⽬標数値は以下のとおり

です。なお、本計画の計画期間をおおむね５年としていることから、令和６年度を⽬標

年度とし、必要に応じて進捗管理等を⾏いながら各事業の取り組みに反映させていきま

す。 

 

 
 

 

 



- 9 - 
 

基本 

⽅針 
評価指標 現状値 

(平成 30 年度 松⼾市) 
⽬標値 

(令和 6 年度 松⼾市) 
参考値 

(平成 29 年度 千葉県) 

本
に
親
し
む
機
会
の
充
実 

児童書貸出数(図書館) (1) 726,977 冊 740,000 冊 ― 
市⽴図書館おはなし会 

参加者数(2) 
13,312 ⼈ 15,000 ⼈ ― 

読書が好きな 

⼦どもの割合 

⼩６(3) 74％ 80％ 74.6％ 

中３(3) 74％ 80％ 73.5％ 

⾼２(4) 73％ 80％ 77.8％（H25） 

不読率 

⼩６(5) 16.5％ 13％ 18％ 

中３(5) 33.7％ 25％ 29.1％ 

⾼２(4) 50％ 40％ 45.9％（H25） 

よ
り
良
い
環
境
の
整
備 

児童書蔵書数(図書館) (6) 173,535 冊 200,000 冊 ― 

団体貸出総数(7) 491 冊 1,000 冊 ― 

学校貸出を利⽤している 

⼩学校の割合(8) 
84.4％ 100％ 

― 
学校貸出を利⽤している 

中学校の割合(8) 15％ 100％ 

⼦ども向けの点字・⼤活字・ 

外国語資料数(9) 
535 点 750 点 ― 

⼦
ど
も
の
読
書
活

動
に
関
す
る
普
及

啓
発 

ブックスタート 

配布率(10) 
100％ 100％ ― 

市⽴図書館案内 

 広報紙配布数(11) 
52,764 60,000 ― 

(1) (2) (6) (7) (8) (9) (11)図書館統計 (3) ⽂部科学省「平成 29 年度全国学⼒・学習状況調査」(4)市⽴図書館によるア

ンケート調査 (5) ⽂部科学省「平成 30 年度全国学⼒・学習状況調査」(10)⺟⼦保健担当室データ 
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１ 取り組みの構成と特⾊                            
   

⼦どもの豊かな⼼⾝の育成にあたって発達段階に応じて適切な対応と⽀援を⾏ってい

く必要がありますが、⼦どもの読書習慣についても同じように発達段階に応じた働きか

けを継続して⾏うことが重要です。 

そこで本計画では、０歳から１８歳を「乳幼児の時期」「⼩学⽣の時期」「中⾼⽣

の時期」 に分けた上で、⽅策を「発達段階」×「家庭・地域・学校・⾏政機関などの

取り組み主体」で設定することで、各期に応じた取り組みをより具体的に進められるよ

うな形といたしました。 

加えて、読書に取り組む上で何かしらの⽀援が必要な⼦どもについては 「配慮を必

要とする⼦どもへの取り組み」 として別に定め、すべての⼦どもたちの読書活動

を⽀援するために必要な⽅策を推進していきます。 
なお、今後の取り組みのうち、家庭や地域、⼦育て関連施設等においては、⼦どもの

読書活動を推進するにあたり期待される具体的な取り組みを記載しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ⼦どもの読書活動推進のための具体的な取り組み 第３章 
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２ 具体的な⽅策                            

 

 乳幼児の時期（おおむね 6 歳くらいまで） 

 

（１）乳幼児の時期の特徴 

乳幼児の時期には、保護者をはじめとした⼤⼈の積極的な語りかけが⼼の成⻑に⼤き

く影響すると⾔われていますが、乳幼児と本とのかかわりは、この語りかけ、いわゆる

聞く読書によって始まります。その聞く読書である本の読み聞かせは、⾔葉のやりとり

や触れあうためのきっかけを作るとともに、読書習慣の形成や⾔葉の獲得という視点か

らも⼤事な役割を担っています。 

また、保育園や幼稚園など集団⽣活の中での読み聞かせ体験や本のふれあいも、⼼の

成⻑を促し健全な成⻑を⽀えるものとなります。 

このように、⼦どもの年齢が低いほど周囲の⼤⼈が果たす役割が重要となるため、た

くさんの本と出会う機会をつくり、そして⼦どもと⼤⼈が⼀緒に本に親しめるよう取り

巻く読書環境の充実を図るとともに、読書の習慣化と意義についてさまざまな機会を通

して啓発・⽀援する必要があります。 

 

 

  

 

   

 

 

 

 

 

 
 

  

 

  

脳科学者 川島隆太教授監修  

   松⼾市版幼児教育『まつどっ⼦ 未来のために今』より⼀部抜粋 

コラム 乳幼児の読書について 

本の読み聞かせは心の脳を育みます 
 

⼦どもの様⼦を⾒ながら、ともに楽しいひと時を過ごしましょう。 
 
 
読み聞かせは「楽しい、嬉しい」「怖い、嫌だ」等を感じる 
「⼼の脳」を刺激します。 

 
また、「親⼦の絆」をつくることにも繋がります。 
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（２）現在の取り組みと課題  

本市では、図書館によるおはなし会の開催、保護者向けの講座の開催、おすすめ本リ

ーフレットの配布、健診会場での図書館案内など、ボランティアと協⼒し家庭への読書

推進を⾏ってきました。平成２８年度からは絵本をきっかけに親⼦のコミュニケーショ

ンを促すブックスタート事業を開始し、⾏政、ボランティア、⺠間と連携して、乳幼児

と保護者を対象にした取り組みを進めています。 

平成３０年度に市⽴図書館が市内の⼦育て⽀援施設を対象に⾏ったアンケートによる

と、各施設においても絵本の読み聞かせやパネルシアター8などの読書活動や、児童書を

多く保有するなどの読書環境の整備などに積極的に取り組んでいることが分かりました。 

またその取り組みが⼦どもたちを本好きにするだけではなく、⼼の成⻑に⼤きな効果

を⽣んでいるという声も多数寄せられました。 

現在、⾏政（図書館を除く)および⼦育て⽀援施設では、乳幼児期の⼦どもとその保護

者を対象に、下記のとおり絵本の読み聞かせや普及啓発を⾏っています。 

 
内  容 担当課等 

〇松⼾市ブックスタート事業 

 内容︓⽣後 4 か⽉を迎えるまでの乳児がいる家庭を助産師・保健師が訪問する乳児 

家庭全⼾訪問の際に、絵本 1 冊を含む「ブックスタート・パック」を⼿渡す 

〇ブックスタート講演会 

 内容︓乳幼児期からの読み聞かせの効果の啓発、幼児教育に関する普及啓発 

幼児教育課 

〇松⼾市ブックスタート事業（再掲） 

 内容︓⽣後 4 か⽉を迎えるまでの乳児がいる家庭を助産師・保健師が訪問する乳児 

家庭全⼾訪問の際に、絵本 1 冊を含む「ブックスタート・パック」を⼿渡す 

〇保護者への読書普及啓発 

内容︓１歳６か⽉児健康診査の合間に、図書館派遣の読み聞かせボランティアに 

   よる絵本の読み聞かせと図書館利⽤案内 

〇1 歳 6 か⽉児健康診査・3 歳児健康診査にて「友だち 100 冊できるかな」を配布 

⼦ども家庭相談課 

⺟⼦保健担当室 

〇本のコーナーの設置  

〇読み聞かせ、パネルシアター 

〇保護者への読書普及活動  

〇ボランティアによるおはなし会 

〇市⽴図書館の活⽤ 

市⽴保育所、私⽴

保育園、⼩規模保

育施設、幼稚園、

認定こども園 



- 13 - 
 

〇絵本・育児書の設置（ブックスタート事業紹介コーナー設置） 

〇読み聞かせの実施  

〇保護者への読書普及活動 

〇ボランティアによるおはなし会 

⼦育て⽀援課 

（おやこ DE 広場、 

⼦育て⽀援センター） 

〇読み聞かせの実施  

〇ボランティアによるおはなし会 

〇絵本・育児書の設置 

〇保護者への読書普及活動 

〇ブックスタート紹介コーナー設置 

⼦どもわかもの課 

常盤平児童福祉館

（ほっとるーむ常

盤平）、こども館 

（野菊野、根⽊内） 

〇家庭教育学級事業 

 内容︓家庭の教育⼒の向上を⽀援するため、⼦育て中の市⺠に学習機会を提供 

〇松⼾市版幼児家庭教育パンフレット「まつどっ⼦ 未来のために今」の配布 

〇パートナー講座「松⼾市の家庭教育⽀援について」へ講師派遣 

⽣涯学習推進課 

  

  また市⽴図書館でも、必要に応じて関係団体や関係部署と連携しながら、乳幼児期の

⼦どもとその保護者を対象に事業を⾏っています。 

 
乳幼児 

対象事業 

 

○松⼾市ブックスタート事業（再掲） 

 内容︓配布絵本の選定補助、ブックスタート紹介コーナーの設置 

〇「こどもの読書週間9」事業（4 ⽉ 23 ⽇〜5 ⽉末） 

内容︓⼦どもの読書を普及啓発する企画展⽰、おはなし会 

〇おはなし会「絵本はじめのい〜っぽ」 

 内容︓親⼦で絵本を⼿に取るフリータイムや関連絵本の紹介を実施 

 対象︓乳幼児（0 歳から 3 歳位）とその保護者 

 会場︓市内７施設（各⽉ 1 回） 

・ほっとるーむ新松⼾     ・河原塚第⼀町会公⺠館 

・ほっとるーむ常盤平     ・根⽊内こども館（晴⾹園） 

・⽮切公⺠館（総合福祉館内） ・CMS ⼦育て⽀援センター（六⾼台保育園内） 

・チェリッシュ・サポート・システム 

〇おはなし会「⼩さい⼦のためのおはなし会」 

 対象︓乳幼児（0 歳から 3 歳位）とその保護者 

 会場︓⼦ども読書推進センター（週 2〜3 回、午前・午後開催） 
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〇親⼦絵本講座 

内容︓テーマ別おすすめ絵本、ふれあい遊び、わらべうたを紹介  

対象︓乳幼児（0 歳から 3 歳位）とその保護者 

 会場︓⼦ども読書推進センター（年 10 回、第 2 ⾦曜に開催） 

〇「こども読書通帳」の発⾏ 

 内容︓読書記録を通帳に記帳 

対象︓松⼾市在住または在学・在園の⼩学⽣以下 

場所︓本館 1 階こどものとしょかん、⼦ども読書推進センター 

〇リーフレット「図書館の利⽤案内とおすすめ絵本―0〜3 歳くらいのお⼦さんをお持ちの

保護者の⽅へ」の配布 

会場︓1 歳 6 か⽉児健康診査時及び図書館窓⼝ 

〇1 歳 6 か⽉児健康診査時の読み聞かせおよび図書館利⽤案内 

 内容︓図書館と図書館登録「おはなしボランティア」による 1 歳 6 か⽉児健康診査会場

にて読み聞かせと図書館利⽤案内の配布 

〇⼤型絵本10の貸出（⼦ども読書推進センター・新松⼾こどものとしょかん） 

 １⼈２冊まで貸出 

おはなしボラ

ンティアの 

育成⽀援 

〇おはなしボランティア養成講座 

 内容︓読み聞かせの⽅法、本の選び⽅、プログラムの組み⽅などを教え、修了者のうち 

希望者は、図書館おはなしボランティアに登録 

〇おはなしボランティア研修会（⽉２回） 

 内容︓図書館主催おはなし会のプログラム研修とスキルアップのための研修会 

〇ステップアップ研修会 

内容︓外部講師を招き、レベルアップのための研修会を実施 

⼦育て⽀援施

設等への⽀援 

〇おはなし会 

 内容︓⼦育て⽀援施設やイベント会場にておはなし会（単発・定期）を開催 

〇団体貸出11 

 対象︓市内の家庭⽂庫12等（⼦育て⽀援施設等も対象） 

 内容︓3 か⽉間の絵本貸出（本館 100 冊、分館 50 冊） 

〇パートナー講座「⼦どもの本の選び⽅」への講師派遣 

 対象︓⼦どもと保護者 

内容︓読み聞かせ、⼿遊び、本の選び⽅のコツなど 
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特におはなし会については、乳幼児と保護者が絵本に親しむきっかけづくりとして、

市内の公共施設や⼦育て⽀援施設へ図書館登録のおはなしボランティアを派遣し、乳幼

児とその保護者を対象とした「おはなし会 “絵本はじめのい〜っぽ” 」や「⼩さい⼦の

ためのおはなし会」などを数多く開催しています。 
 

 

 H28 H29 H30 

おはなし会  13,356 ⼈ 13,406 ⼈  13,312 ⼈* 

   *⿇しん（はしか）の発⽣により 10 ⽉〜12 ⽉の⼀部のおはなし会を中⽌。      （図書館）            

   
▲おはなし会 

  本市の特⾊として、これらの取り組みについて１００名を超えるおはなしボランティ

アの⽅々を中⼼に⾏っていますが、毎⽉２回、スキルアップを図るための研修を実施す

るなど、⽇々研鑽を積んでいます。 
 

 
 

 

 

（図書館） 

               

                                 

 

 

 
 

                                   ◀ボランティア研修会 

 

 H28 H29 H30 

おはなしボランティア登録者数  112 名  121 名  120 名 
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また１歳 6 か⽉児健診の会場では「図書館の利⽤案内とおすすめ絵本―０〜３歳くら

いのお⼦さんをお持ちの保護者の⽅へ―」を配布し、図書館の利⽤案内を⾏うとともに、

ボランティアによる絵本の読み聞かせを実施しています。 

 
▲1 歳 6 か⽉児健診会場 

 

平成２８年度からは、乳児全⼾訪問時に絵本を⼿渡す「ブックスタート事業」をはじ

めました。保護者からは「絵本をもらえてうれしかった」「⼦どもとのコミュニケーショ

ンに役⽴ちそう」「図書館に⾏ってみたい」などの⼀定の評価をいただいています。 
 

 H28 H29 H30 

ブックスタート・パック13 

配布数 
3,156 3,674 3,578 

（幼児教育課） 

 

１．絵本をもらえてうれしかった 161（95％） 

２．⼦どもとのコミュニケーションに役⽴ちそうと感じた 95（56％） 

３．絵本の種類や内容がよかった 85（50％） 

４．⾚ちゃん訪問時の対応や説明がわかりやすかった 77（46％） 

５．どんな絵本を選べば良いか参考となった 64（38％） 

６．図書館に⾏ってみたいと思った 46（27％） 

７．図書館の情報が得られてよかった 41（24％） 

８．その他 3（2％） 

            ※ブックスタートアンケート  平成 30 年 4 ⽉〜平成 31 年 3 ⽉ 
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このようにさまざまな取り組みを積極的に進めておりますが、保育施設など⼀部の施

設において児童書の蔵書が⼗分ではなく、さらに読み聞かせを⾏う⼈材や啓発活動の不

⾜などの課題が挙げられています。 

 

 

松⼾市内乳幼児向け施設 アンケート結果より課題の抜粋 
（平成 31 年 2 ⽉ 松⼾市⽴図書館実施） 

 
 

○保護者に向けた読書啓発活動  ○職員に対する読書関連研修 

   

 

 

○児童書保有数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○図書館への要望 

 

 

 

 

 

実施している 61％ 

実施していない 39％ 

実施している 38％ 

実施していない 62％ 

絵本などを優先的に貸し出ししていただきたい (保育所) 

ボランティアの⽅に来所し、本の紹介をしていただきたい (保育所) 
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0
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放課後等デイサービス(26)

児童発達⽀援センター(12)

児童館こども館(3)

放課後児童クラブ(19)

⼦育て⽀援センター(8)

おやこDE広場(7)

幼稚園(16)

⼩規模保育施設(53)

認可保育所(44)

市⽴保育所(17)

児童書保有数の割合

0～10点 11～50点 51～100点 101～300点 301点以上 未回答
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① ⽀援を必要としている施設との連携強化 

市内の保育所（園）、幼稚園、⼩規模保育施設、⼦育て⽀援施設などの⼀部の施設

において、蔵書や読み聞かせボランティアなどが不⾜していることから、⼦ども

の読書活動を⽀援していく体制を整える必要があります。 

 ② ⼦どもの読書活動に対する啓発 

施設や保護者などに対する読書活動の必要性、重要性などについての啓発が必要 

です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課 題 
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（３）今後の主な取り組み 

① 家庭・地域 

乳幼児の時期から⼦どもの読書習慣を形成するためには、家庭や地域において、⽇常的

に本に親しめる環境を作ることが⼤切なことから、各家庭や地域の状況に応じて取り組

むことが望まれます。 
 

＜家庭での取り組み＞ 

 取り組み内容 及び 期待されること 

1 ○ 保護者（⽗、⺟、祖⽗⺟等）による絵本の読み聞かせ 

⇒ 親⼦で物語の楽しさを共有することで、読書が好きになり、⼦どもの読書習慣の形成につながる

ことが期待できます。 
 

2 ○ 家族で図書館や書店を訪れる 

⇒ より多くの本に触れることができ、素晴らしい本との出会いが期待できます。 
 

３ ○ おはなし会への参加 

⇒ わらべ歌や⼿遊びを覚えたり、⾃分では⼿に取らなかった絵本や紙芝居・⼤型絵本の⾯⽩さが 

発⾒できます。 
 

＜地域での取り組み＞ 

 取り組み内容 及び 期待されること 

1 ○ 社会福祉協議会、⼦ども会などで絵本の読み聞かせ 

⇒ 地域とのつながりができることで、地域で持っている読み聞かせや⼦どもの読書に関する知識を

活かすことができ、地域の⼦育てを⽀えることが期待されます。 

  

2  ○ 家庭⽂庫の開設 

  ⇒ 地域の読書環境の充実を図ることが期待できます。 
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②保育所（園）・幼稚園・認定こども園 

幼稚園教育要領には、⾔葉を育むために絵本や物語に親しむことが挙げられており、絵

本や物語の⾔葉のリズムや表現を楽しむことで、読書習慣につながることが期待できま

す。そこで保育所（園）や幼稚園において、園児の興味や関⼼に応じた絵本の読み聞か

せやおはなし会など、本に親しむ機会の充実と環境整備に取り組むことが望まれます。 

 

 

 

 ⽅向性 基本⽅針 取り組み内容 

1 拡⼤ ① ボランティア等と連携し、読書に親しむ機会を充実させることが望まれます。 
 

2 拡⼤ ② 乳幼児向けの本の購⼊や寄贈の受け⼊れ、市⽴図書館の貸し出しなどを活⽤ 

することで、施設の読書環境を充実させることが期待できます。 
 

3 拡⼤ ③ 保育⼠等が研修に参加することで、読み聞かせ技術や絵本・紙芝居について 

知識を習得することが期待されます。 
 

 4   継続 ③ 保護者を対象に、園で読んだ絵本や読書活動の効果について、⾏事や保護者会、

おたよりや掲⽰などを通じて啓発することが望まれます。 
 

 

③⼦育て⽀援施設 【おやこ DE 広場、⼦育て⽀援センター、ほっとるーむ、児童館、こども館】 

⼦育て⽀援の⼀層の充実を図るため、⼦どもの読書環境を充実させることが望まれます。 

   

 ⽅向性 基本⽅針 取り組み内容 

1 継続 ① ボランティアなどと連携しておはなし会を開催し、親⼦で絵本に親しむ機会 

を設けることが望まれます。 
 

２ 継続 ② ⾝近で本を⼿に取ることができるように、⼦育て情報や乳幼児向けの図書 

コーナーの設置などが望まれます。 
 

3 継続 ③ 図書館やボランティアと連携して、読書の⼤切さや意義について啓発する 

機会を設けることが期待されます。 

 

基本⽅針(p７)︓①本に親しむ機会の充実②より良い読書環境の充実③⼦どもの読書活動に関する機会の充実 



- 21 - 
 

④図書館 

市⽴図書館は、⼦どもの読書活動を推進するにあたり、全ての施策の中⼼となる重要な

役割を担っています。また⼦どもにとっては、たくさんの本にふれあい、親しみ、楽し

むことができる⾝近な場所でもあります。そこで、乳幼児に本に興味や関⼼を持っても

らえるよう、読み聞かせや講座やイベントなど、関係機関と積極的に連携し取り組むと

ともに、⼦どもの読書活動への普及啓発に努めます。 
 

 ⽅向性 基本⽅針 取り組み内容 

1 新規 ②  保育所（園）や幼稚園などへ情報提供するとともに、読書相談や選書相談 

などを⾏います。 

 

2 

 

拡⼤ ② ゆっくり本選びや読み聞かせができるよう、「⾚ちゃん向け絵本コーナー」 

の整備を進めます。 
 

３ 拡⼤ ② 保育所（園）、幼稚園や⼦育て⽀援施設を対象に、団体貸出など、読書環境 

の整備を図ります。 
 

４ 拡⼤ ② 読書通帳機の設置場所を増やします。 

 

５ 

 

拡⼤ ③ 乳幼児向け推薦図書リストを配布するとともに、ホームページやSNS（ソー 

シャル・ネットワーキング・サービス）14などで情報を発信します。 
 

6 

 

継続 ① 地域の市⺠センターや公⺠館、こども館などにおいて、図書館職員やおはなし

ボランティアによるおはなし会を開催し、親⼦で絵本に親しむ機会を提供する

とともに、保護者に乳幼児期の読書の⼤切さを伝えます。 
 

7 

 

継続 ① おはなし会にて、乳幼児期に楽しめる絵本や、わらべ歌などの関連本の紹介 

を⾏い、家庭で絵本を楽しむきっかけづくりに取り組みます。 
 

8 継続 ①②③ おはなしボランティアの養成を進めるとともに、資質向上のための研修会を 

開催します。 
 

9 継続 ①③ １歳６か⽉児健診へおはなしボランティアを派遣し、図書館の利⽤案内や 

⼿遊び、絵本の読み聞かせなどを⾏い、絵本に親しむきっかけをつくります。
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10 

 

継続 ②③ ブックスタート事業について関係課と連携し、事業のPRや本の紹介などを 

⾏います。 
 

11 

 

継続 ③ 「親⼦絵本講座」や「パートナー講座」において、読書の意義や絵本選び、 

読み聞かせ時のアドバイスなどを⾏います。 
 

 

⑤その他 

図書館以外の⾏政関係部署においても、それぞれが必要に応じて連携、協⼒を図り、 

⼦どもの読書活動を推進します。 

 

 ⽅向性 基本⽅針 取り組み内容 

1 拡⼤ ③  ママパパ学級など、出産前の保護者を対象に、⼦どもの読書活動の重要性に 

関するリーフレットの配布などの普及啓発を⾏います。 

【⺟⼦保健担当室、図書館】 

 

2 継続 ①②③ ⽣後4か⽉を迎えるまでの乳児がいる家庭を助産師・保健師が訪問する乳児 

家庭全⼾訪問の際に、絵本1冊を含む「ブックスタート・パック」を⼿渡す 

ブックスタート事業を実施します。【幼児教育課、⺟⼦保健担当室、図書館】 

 

3 継続 ①③ 1歳6か⽉児健康診査（集団健診）時に、絵本の読み聞かせや⼦どもの読書 

活動の重要性に関するリーフレットの配布などの普及啓発を⾏います。 

【⺟⼦保健担当室、図書館】 

 

4 継続 ③ ブックスタート講演会を開催し、乳幼児期からの読み聞かせの効果や幼児 

教育に関する普及啓発を⾏います。                       【幼児教育課】 
 

5 継続 ③ 1歳6か⽉児健康診査・3歳児健康診査で、「友だち100冊できるかな」を 

配布します。                                       【⺟⼦保健担当室】 
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 ⼩学⽣の時期（おおむね 6 歳から 12 歳くらいまで） 
 
（１）⼩学⽣の時期の特徴 

⼩学⽣の時期は⾔語能⼒や学⼒の向上だけにとどまらず、⼈間形成や社会性の涵養に

おいてもとても重要な時期であることから、この時期に本に親しみ⽣涯にわたる読書習

慣を⾝につけることが重要です。 

低学年では、本の読み聞かせを楽しむのと並⾏して⾃分で本を読み始めます。中学年

になると、たくさんの本を読むことに楽しみを⾒いだす⼦がいる⼀⽅で、本を読み通す

ことを難しく感じる⼦も出始めます。 

⾼学年では、重厚な物語や科学、知識など、⾃分の興味にあった本に楽しさを⾒出す

⼦もいれば、読書を敬遠する⼦など、読書の好みや本への向き合い⽅に傾向が出る時期

でもあります。 

このように同じ⼩学⽣の時期でも、⼀⼈ひとり本とのかかわりが⼤きく変わってくる

ことから、読書習慣を形成する機会の充実やおすすめ本の紹介など、さまざまな本に触

れる機会を確保することができるように、それぞれの時期、個々の児童の状況に応じた

読書活動の取り組みを進めていく必要があります。 

 

（２）現在の取り組みと課題  

⼦どもたちが多くの時間を過ごしている⼩学校においては、保護者などによる朝の読

み聞かせや、朝の⼀定時間に読書する「朝の読書」の時間が設けられているなど、それ

ぞれ積極的に読書に親しむ機会の拡充に取り組んでいます。 

また各学校図書館は、学校図書館⻑である校⻑のリーダーシップのもと、司書教諭や

学校図書館専⾨員・⽀援員を中⼼に、学校図書館の環境整備、資料の充実、資料の更新

（買替・廃棄）や修理などを⾏い、授業で活⽤できるよう取り組んでいます。             

  新学習指導要領では、児童の主体的・対話的で深い学びの実現に向け、学校図書館の

計画的な活⽤を図り授業に⽣かすとともに、⾃主的・⾃発的な学習活動や読書活動を充

実することが謳われていることから、その実現に向け関係機関と連携を図りながら取り

組みを進めています。 
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内  容 担 当 課 

〇司書教諭を対象にした読書普及活動や授業での学校図書館活⽤に関わる研修の実施 

〇学校図書館専⾨員・⽀援員の配置  

〇学校図書館専⾨員・⽀援員の資質向上のための研修 

指導課 

 

〇学校図書館の資料の購⼊      〇学校図書館の環境整備 

〇読書活動年間指導計画の作成    〇読書⽉間や朝読書などの読書活動への取り組み 

〇授業での学校図書館の活⽤     〇町探検、職場体験での図書館活⽤ 

〇保護者等による読み聞かせ     〇学級⽂庫の設置 

〇図書館との連携          〇PTA・保護者会等での普及啓発 

市⽴⼩学校 

 

〇家庭教育⼒向上事業（家庭の教育⼒の向上を⽀援するため、⼦育て中の市⺠に学習機会

を提供） 

〇松⼾市版幼児家庭教育パンフレット「まつどっ⼦ 未来のために今」の配布 

〇パートナー講座「松⼾市の家庭教育⽀援について」への講師派遣 

〇絵本等の設置 

⽣涯学習推進課 

〇放課後児童クラブでの児童書の購⼊・寄贈の受け⼊れ 

〇放課後児童クラブでのスタッフ・ボランティアによる読み聞かせ 

〇図書館の活⽤（放課後児童クラブ） 

〇放課後 KIDS ルームでの読書⽀援 

⼦育て⽀援課 

〇読書しやすい環境の整備と蔵書の充実（常盤平児童福祉館・こども館） 

〇読書ニーズの把握 

〇本に関⼼を持てるような読書⽀援 

〇図書館との連携（貸出・リストの配布等） 

〇⼦ども会との連携 

⼦どもわかもの課 

 

 

 

                                (図書館) 
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図書館から学校への図書貸出数（⼩学校）
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⼀⽅図書館では、⼩学⽣を対象にした推薦図書リストの配布などの読書案内を⾏うとと

もに、夏休み、冬休みなどの⻑期休みの時期に講座や催し物などを開催するなど、図書館

利⽤を促しています。また図書館から授業に活⽤するための資料を貸し出しする学校貸出

も積極的に⾏っており、申込みは増加傾向にあります。 

加えて、家庭教育学級への講師派遣を通じ、保護者を対象に読書推進に関する啓発と⽀

援にも取り組んでいます。 

 

 

⼩学⽣の時期

の⼦どもとそ

の保護者を対

象に⾏ってい

る事業 

 

〇おはなし会「市⺠センターおはなし会」  

対象︓幼児から⼩学⽣ 

 会場︓市⺠センター7 か所（うち 2 か所は分館内で実施） 

〇「こども読書通帳」の発⾏（再掲） 

 読書記録（貸出中）を通帳に記帳できるもの 

対象︓松⼾市在住または在学・在園の⼩学⽣以下の⼈ 

場所︓本館 1 階こどものとしょかん、⼦ども読書推進センター 

〇推薦図書リスト「こどものほんだな」（低学年⽤、⾼学年⽤）配布 

 対象︓全⼩学⽣（年 1 回。窓⼝配布、ホームページ掲載） 

〇⼦ども本まつりの開催（夏休み期間中）  

会場︓⼦ども読書推進センター 

 内容︓企画展⽰、⾃由研究お助けコーナー、講座の開催など 

〇理科読15講座の開催 

 ⽬的︓理科の実験を通して、⾃然科学の分野の児童書を紹介し、⽂学以外の本に 

親しむ 

〇「としょかんにいってみよう」（⼩学校 1 年⽣へ図書館利⽤啓発チラシ）の配布 

〇インターネットを活⽤した情報検索⽀援（タブレット端末を設置） 

 場所︓本館 1 階こどものとしょかん 

〇⼩学⽣新聞（3 紙）の設置 

 場所︓本館 1 階こどものとしょかん、常盤平分館、⼩⾦分館、東部分館、新松⼾分館、

和名ケ⾕分館 

〇パートナー講座「⼦どもの本の選び⽅」の講師の派遣（再掲） 

 内容︓家庭教育学級の保護者を対象に講座を開催（読み聞かせの⼿法、おすすめ 

児童書の紹介） 

〇啓発活動（町探検、図書館⾒学、職場体験の受け⼊れ） 



- 26 - 
 

           
 

 

 

 

   
 

        

 

▲⼦ども本まつり 

▲⼦ども読書推進センター 
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読書が好きな⼦どもの割合（⼩学６年⽣）

松戸市 千葉県 全国

      
                        

 

⼩学校では、PTA や地域のボランティアによる朝の読み聞かせ活動が組織化され、市⽴

図書館で開催される「⼩学校でのよみきかせ講座」も⾏われています。 

このような多くの取り組みの成果から、本市の不読率は全国平均、千葉県平均と⽐べて

低く、⼩学校における読書活動の活発さがうかがわれますが課題も散⾒されます。 
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◀▼「全国学⼒学習状況調査」 

（⽂部科学省） 
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▲推薦図書案内 ▲読書通帳機 
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① ⽣涯にわたる読書習慣の⼟壌（基礎）づくり 

   読書習慣が⾝につくと⾔われている⼩学⽣の時期に、⼼に残る本との出会いや読

書の楽しさや喜びを発⾒できるよう、読み聞かせやブックトーク16といった読書 

機会を積極的に提供することが必要です。 

 ② 学校を中⼼とした連携体制の整備 

    ⼩学⽣の時期の読書活動の推進にあたっては、学校を中⼼とした取り組みが重要

であることから、司書教諭17をはじめ、学校図書館専⾨員・⽀援員や図書館職員、

保護者や地域のボランティアなどが協⼒・連携していく体制の整備が必要です。 

③ 学校図書館の充実 

   学校図書館は⼦どもたちが読書を楽しむだけでなく、必要な情報の収集や活⽤に

加え主体的な学習を⾏う場でもあることから、その柱である司書教諭や学校図書

館専⾨員・⽀援員の資質向上の取り組みを進めるとともに、計画的な蔵書の構築

や多様な資料の収集、⼿に取りやすいレイアウトなどの環境整備、図書館との緊

密な連携など、学校図書館の充実を図る必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課 題 
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（３）今後の主な取り組み 

① 家庭・地域 
⼩学⽣期においても、家庭や地域での働きかけや⽀援は重要なことから、引き続き各家庭

や地域の状況に応じて取り組むことが望まれます。 

 

＜家庭での取り組み＞ 

 取り組み内容 及び 期待されること 

１ ○ 保護者（⽗、⺟、祖⽗⺟等）による読み聞かせや読書時間を設ける 

⇒ 読書の楽しさを共有することで、⼦どもの読書習慣の形成につながることが期待できます。 
 

２ ○ 家族で図書館や書店を訪れる 

⇒ より多くの本に触れることができ、素晴らしい本との出会いが期待できます。 
 

３ ○ おはなし会への参加 

⇒ わらべ歌や⼿遊びを覚えたり、⾃分では⼿に取らなかった絵本や紙芝居・⼤型絵本の⾯⽩さが 

発⾒できます。 
 

＜地域での取り組み＞ 

 取り組み内容 及び 期待されること 

1 ○ 社会福祉協議会、⼦ども会などで絵本の読み聞かせ 

⇒ 地域とのつながりができることで、地域で持っている読み聞かせや⼦どもの読書に関する知識 

を活かすことができ、地域の⼦育てを⽀えることが期待されます。 

  

２  ○ 家庭⽂庫の開設 

  ⇒ 地域の読書環境の充実を図ることが期待できます。 
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② 学校 

２０２０年実施の新学習指導要領では、各教科で学校図書館の活⽤が盛り込まれていま 

す。そこで学校図書館が最⼤限に活⽤できるよう、⼈的体制や資料、施設の整備や充実

を図るとともに、教職員、学校図書館専⾨員・⽀援員、保護者、市⽴図書館などと連携

し、⼦どもたちの学習活動や読書活動を推進できる体制を整えます。 

 

 ⽅向性 基本⽅針 取り組み内容 

１ 拡⼤ ① 絵本の読み聞かせやブックトーク、ビブリオバトル18（知的書評合戦）を通して、

新たな本との出会いを増やし関⼼を⾼めるとともに、児童同⼠で読書の楽しみを 

共有するなど、読書に興味を持つ児童を増やします。        【各市⽴⼩学校】 
 

２ 拡⼤ ② 学校図書館専⾨員・⽀援員を配置します。                        【指導課】 

 

３ 拡⼤ ② 学校図書館専⾨員・⽀援員の資質向上のため研修を充実します。    【指導課】 

 

4 

 

拡⼤ ② 市⽴図書館と連携して、読書活動や学校貸出などを進めます。 

【各市⽴⼩学校、市⽴図書館】 

 

5 

 

継続 ① 読書活動年間指導計画を作成し、学校ごとに特⾊ある読書活動を⾏います。 

【各市⽴⼩学校】 

 

6 継続 ① 朝読書などに取り組み、読書の習慣化を図ります。          【各市⽴⼩学校】 

 

7 継続 ② 学校図書館や市⽴図書館の資料を活⽤した授業を展開します。【各市⽴⼩学校】 

 

8 継続 ② 学校図書館における計画的な蔵書の構築や、⼿に取りやすいレイアウトなどの 

環境整備を進めます。                                    【各市⽴⼩学校】 

 

9 継続 ② 学校図書館ボランティアと連携し、学校図書館の環境整備や読書活動の充実に 

努めます。                                              【各市⽴⼩学校】 

 

10 継続 ② 教職員の読書活動関連研修及び資料の充実に努めます。【指導課、各市⽴⼩学校】

 

11 継続 ③ 保護者が集まる場などにおいて、⼦どもの読書活動の重要性などについて啓発 

します。                                                【各市⽴⼩学校】 
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③図書館 
⼦どもたちの学びや読書習慣の形成、読書環境の整備などについて、保護者や地域、 

学校などと連携しながら⽀援します。 

 
 ⽅向性 基本⽅針 取り組み内容 

１ 新規 ① 本や図書館をもっと⾝近に感じてもらえるよう、市⽴図書館の利⽤⽅法や百科 

事典の使い⽅などを教える出前授業を⾏います。 
 

2 拡⼤ ② 学習⽀援専⾨員19を配置し、⼩学校への⽀援・連携を強化します。 

 

3 拡⼤ ② 授業に役⽴つ資料⼀覧を作成し、⼩学校に配布します。 

 

4 拡⼤ ① 読書通帳機の設置場所を増やします。 

 

5 拡⼤ ③ 全⼩学校へ図書館利⽤案内を配布します。 

 

6 拡⼤ ③ 全⼩学⽣に推薦図書リスト「こどものほんだな」を配布します。 

 

7 継続 ①③ 「⼦ども読書の⽇」や「読書週間」、夏休み期間などに⾏事を開催します。 

 

8 継続 ① 調べ学習など、児童の学習活動を⽀援します。 

 

9 継続 ① おはなし会にて、⼩学⽣の時期に楽しめる本を紹介します。 

 

10 継続 ② 学習状況や児童の興味関⼼に合わせた図書館資料を収集します。 

 

11 継続 ② ⼦どもたちに⼿に取ってもらえるような、魅⼒ある書架づくりを⾏います。 

 

12 継続 ② 学校図書館専⾨員・⽀援員へレファレンス20対応などの⽀援を⾏います。 

 

13 継続 ② タブレット型端末などを使⽤した取り組みを進めます。 

 

14 継続 ② ⼩学校のための読み聞かせ講座を開催し、⼩学校で活動する読み聞かせボラ 

ンティアを⽀援します。 
 

15 継続 ③ 保護者が集まる場において、⼦どもの読書活動の重要性について啓発します。 
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④その他 

図書館以外の⾏政関係部署においても、それぞれが必要に応じて連携、協⼒を図り、 

⼦どもの読書活動を推進します。 

 
 ⽅向性 基本⽅針 取り組み内容 

1 拡⼤  ② こども館（野菊野・根⽊内）や常盤平児童福祉館の図書室の環境整備を⾏い、 

⼩学⽣が読書しやすい環境を整備します。            【⼦どもわかもの課】 
 

2 継続 ② ⻘少年会館の読書スペースの確保に努めます。          【⽣涯学習推進課】 

 

3 

 

継続 ③ ⼩学校家庭教育学級を対象に、読書に関わる学習会について啓発します。 

【⽣涯学習推進課】 
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 中⾼⽣の時期（おおむね 12 歳から 18 歳くらいまで） 

 

（１）中⾼⽣の時期の特徴 

中学⽣では、⾃⼰を⾒つめ社会の⼀員として⾃らの⽣き⽅を模索しはじめる時期とな

りますが、本との関わりについても、多読というよりは必要な本を⾃分で選択し、内容

に共感・感動したり、考えたりしながら読み進めるようになります。 

⾼校⽣になると、知的や興味に応じて幅広い資料から⽬的に応じて資料を選択し、読

み込むことができるようになります。 

しかしながら、中学⽣の不読率はやや改善傾向にあるものの、⾼校⽣の不読率は依然

として⾼い状況となっています。その理由として、スマートフォン等の普及により⼦ど

もの読書環境に影響を与えている可能性も指摘されています。 

よって、興味関⼼や悩みなどに寄り添いながら、それぞれが抱える事情を鑑みつつ、

多忙な中でも本に親しみ活⽤することができるよう⽀援することが⼤切です。また、⽬

的に応じた読書に取り組んだり、個々の内⾯の成⻑に資することができるよう、魅⼒的

な書籍を紹介したり、情報の⾒極め⽅・収集⽅法などについても発信していく必要があ

ります。 

 

（２）現在の取り組みと課題 

中学校では朝の読書の時間を設け、⼩学校で⾝についた読書習慣を継続させる取り組

みが⾏われています。また図書委員会を中⼼に、学校図書館の本を各クラスに学級⽂庫

として利⽤する取り組みや、図書だよりを作成するなどの読書推進を図る取り組み、

POP21の作成やビブリオバトルの実施などの読書の楽しみにつながるような取り組みも

⾏っています。 

また、学校図書館専⾨員・⽀援員の配置も増えており、学校図書館の環境整備が進み、

授業での図書館資料の活⽤も広がりつつあります。 
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                                    （図書館） 

 

⾼等学校においても、朝の読書の取り組みに加え学校司書や図書委員会を中⼼に図書館

だよりを作成し、図書館活⽤の呼びかけやお薦め本を紹介するなど、読書推進に取り組ん

でいます。加えて県⽴図書館の学校連携巡回⾞を利⽤した図書の貸し出しや、他校と連携

して相互に資料を貸し出す取り組みも実施しています。 

 

 

 

0 24
95

195
289

0

200

400

H26 H27 H28 H29 H30

図書館から学校への図書貸出数（中学校）

 

 

内  容 担 当 課 

〇司書教諭を対象にした読書普及活動、授業での学校図書館活⽤に関わる研修の実施 

〇学校図書館専⾨員・⽀援員の配置と研修 

指導課 

 

〇学校図書館の資料の購⼊      〇学校図書館の環境整備 

〇読書活動年間指導計画の作成    〇読書⽉間や朝読書などの読書活動への取り組み 

〇授業での学校図書館の活⽤     〇職場体験 

〇学級⽂庫の設置          〇図書館との連携 

市⽴中学校・ 

⾼等学校 

〇読書しやすい環境の整備と蔵書の充実（常盤平児童福祉館・こども館） 

〇読書ニーズの把握             〇本に関⼼を持てるような読書⽀援 

〇図書館との連携（貸出・リストの配布など） 〇⼦ども会との連携 

〇ヤングアダルト向き図書の設置と貸出（常盤平児童福祉館） 

〇ヤングアダルト向き図書の設置（中⾼⽣の居場所づくり事業〔松⼾・新松⼾〕） 

⼦ども 

わかもの課 

〇絵本等の設置              ⽣涯学習推進課 

⼀⽅図書館でも、本館２階および⼩⾦分館にヤングアダルトコーナー22を設け、中⾼⽣に

役⽴つ本や⼈気の本などを揃えるなど、興味を持ち⼿に取ってもらう⼯夫を凝らすととも

に、推薦図書リストを配布するなど図書館利⽤を促す取り組みを進めています。 

現在の図書館における、中⾼⽣期を対象とした事業は次のとおりです。 
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中⾼⽣の時期を対象に 

⾏っている事業 

〇YA（ヤングアダルト）コーナーを設置 

 場所︓本館 2 階及び⼩⾦分館 

〇図書リスト「わかば通信」の発⾏ 

対象︓市内中学校（年 1 回） 

〇職場体験や⾼校⽣ボランティアの受け⼊れ 

 

学校（⼩中⾼）を対象に

⾏っている⽀援 

〇学校貸出事業 

 内容︓授業で使⽤する資料や学級⽂庫⽤として、学校貸出専⽤資料

「貸出セット」の貸出や教員の求めに応じた資料の貸し出し 

 期間︓4 週間 

〇司書教諭、学校図書館専⾨員・⽀援員への相談対応、情報提供 

〇公共図書館と学校図書館の連携のための研修会（年 1 回） 

 対象︓司書教諭、学校図書館専⾨員・⽀援員、保護者、市⺠ 

〇パートナー講座講師派遣（再掲） 

対象︓教職員 

 内容︓「⼦どもの本の選び⽅」「読み聞かせの⼿法とおすすめ絵本」

など 

 

▲公共図書館と学校図書館の連携のための研修会 
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                 ▲ヤングアダルトコーナー 

▲職場体験 

▲中学⽣が「⼩学⽣におすすめ本」を紹介 ▲ビブリオバトル 
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このような読書活動に取り組んだ結果、中⾼⽣の図書館利⽤カードの登録率は増加して

いるものの⼀⼈当たりの貸出冊数は減少しており、松⼾市においても全国的な傾向と同様

に中学⽣、⾼校⽣と学年が上がるにつれて不読率が上昇、読書離れが進んでいることがわ

かります。特に⾼校⽣においては不読率が５０%以上と⾼くなっています。 

 

 

▲「全国学⼒学習状況調査」（⽂部科学省） 

 

 

よって、⾼校⽣までに読書習慣を⾝につける取り組みを進めるとともに、限られた時間

の中で読書の優先順位があがるようなきっかけを作る必要があります。 

   

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

72.3 71.8

千葉県,74.0

72.9 74.4
松戸,73.5

68
69.9 全国,69.9

64

66

68

70

72

74

76

H27 H28 H29

読書が好きな⽣徒の割合（中学3年⽣）

松戸市 千葉県 全国

年齢 H28 H29 H30 

0〜6 歳 2.56 3.48 4.42 

7〜9 歳 8.27 8.07 7.44 

10〜12 歳 4.42 4.95 4.89 

13〜15 歳 1.60 1.51 1.27 

16〜18 歳 0.88 0.89 0.81 

＜⼈⼝ 1 ⼈当たりの貸出冊数＞ 

（図書館） 

(%) 
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① 不読率の改善 

中⾼校⽣になると、今までより⾏動範囲や交友関係が広がる時期となり、友⼈か 

らの情報を重視する傾向も⾒られることから、⼦ども同⼠で本に興味を持つよう 

なきっかけを作るなど、不読率の改善に取り組む必要があります。 

 ② 情報リテラシー23の向上 

   インターネットなどの情報通信技術の進展により、誰もが必要な情報を得やすく 

なった⼀⽅で、検索技術によって個々が得られる情報量や内容、質の⾒極めにも

差が出てくるようになってきました。加えて、その情報を扱う基本能⼒である情

報リテラシー能⼒も必須となってきていることから、本などの紙媒体だけでなく、

データベース等の活⽤や情報を読み解き活⽤できる能⼒の向上についても⽀援が

必要です。 

③ 学校図書館と市⽴図書館との連携 

    ⼦どもの読書環境を充実させるため、⼩学⽣の時期と同様、学校図書館と市⽴図

書館との連携・協⼒体制を強化し、さまざまな⼦どもの読書活動を推進する取り

組みの実施を促す必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課 題 
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（３）今後の主な取り組み 

① 家庭・地域 

中⾼⽣になると、情報端末（パソコンやスマートフォンなど）を使った情報収集も進ん

で⾏うようになることから、読書の習慣化を図る取り組みに加え、検索⽅法や情報の⾒

極め⽅などの情報の取り扱いについても、家庭や地域で⽀援していくことが望まれます。 

 
＜家庭での取り組み＞ 

 取り組み内容と 及び 期待されること 

１ ○ 家庭で読書時間を設ける、⾯⽩かった話を共有する 

⇒ 読書の楽しさを共有することで、⼦どもの読書習慣の形成につながることが期待できます。 
 

２ ○ 家族で図書館や書店を訪れる 

⇒ より多くの本に触れることができ、新たな本との出会いが期待できます。 
 

３ ○ 家族で情報リテラシーについて話し合う 

⇒ ⽇頃から情報収集の仕⽅や、ネット上の情報の真偽の⾒極めについて意識が⾼まります。 

 

② 学校 

学校図書館は、学校教育において⽋くことのできないものであり、⽣徒の育成を⽀える

基盤です。そこで学校図書館が最⼤限に活⽤できるよう、⽣徒の状況に応じた⼈的体制

や資料、施設などの整備や充実を図るとともに、教職員、学校図書館専⾨員・⽀援員、

保護者、市⽴図書館などが連携し、学習活動や読書活動を推進できる体制を整えます。 

 

 ⽅向性 基本⽅針 取り組み内容 

１ 拡⼤ ① 読み聞かせやブックトーク、ビブリオバトル（知的書評合戦）を通して新たな 

本との出会いを増やし、⽣徒同⼠で読書の楽しみを共有するなど、読書に興味を

持つ⽣徒を増やします。【各市⽴中学校、市⽴⾼等学校】 
 

2 拡⼤ ② 中学校に学校図書館専⾨員・⽀援員を配置します。               【指導課】 
 

３ 拡⼤ ② 学校図書館専⾨員・⽀援員の資質向上のための研修を⾏います。  【指導課】 

 

４ 拡⼤ ② 市⽴図書館と連携して、読書推進活動（学校貸出、職場体験など）を進めます。 

【各市⽴中学校、図書館】 
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５ 継続 ① 読書活動年間指導計画を作成し、学校ごとに読書活動に取り組みます。 

【各市⽴中学校、市⽴⾼等学校】 
 

６ 継続 ① 朝読書など、読書の習慣化を図ります。    【各市⽴中学校、市⽴⾼等学校】 
 

７ 継続 ① 学校図書館と市⽴図書館の資料を活⽤した授業を展開します。 

【各市⽴中学校、市⽴⾼等学校】 
 

８ 継続 ① 情報リテラシーについて話し合う機会を設けます。 

【各市⽴中学校、市⽴⾼等学校】 
 

９ 継続 ② 計画的な蔵書の構成や⼿に取りやすい本の配置などの環境整備を⾏います。 

【各市⽴中学校、市⽴⾼等学校】 
 

10 継続 ② 学校図書館ボランティア等と連携し、読書活動の充実に努めます。 

【各市⽴中学校、市⽴⾼等学校】 
 

11 継続 ③ 教職員の読書活動に関連する研修の充実に努めます。 

【指導課、各市⽴中学校、市⽴⾼等学校】 
 

12 継続 ③ 保護者が集まる場などにおいて、⼦どもの読書活動の重要性などについて啓発 

します。                  【各市⽴中学校、市⽴⾼等学校】 
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③ 図書館 

 中⾼⽣に図書館を活⽤してもらうため、学習室の利⽤の他、進学情報や就職情報の   

提供や学習に役⽴つデータベースの活⽤、情報リテラシーへの取り組み、魅⼒的な資

料の提供などを⾏います。また、ヤングアダルトコーナーでは、中⾼⽣の興味を引く

コーナーづくりを⾏うとともに、ＳＮＳなどを活⽤して図書館情報を積極的に発信し

読書推進を図ります。 

 

 ⽅向性 基本⽅針 取り組み内容 

１ 新規 ① 市⽴図書館の使い⽅などの出前授業を⾏います。 
 

２ 新規 ① 情報リテラシーを含めた情報検索⽅法について学ぶ機会を設けます。 

 

3 新規 ② 授業に役⽴つ資料⼀覧などを作成し、司書教諭や学校図書館専⾨員⽀援員を 

⽀援します。 
 

4 新規 ② ⾼等学校の学校司書と交流を図ります。 
 

5 拡⼤ ① 中⾼⽣の読書推進を図るイベントや講座を企画します。 
 

6 拡⼤ ② 学習⽀援専⾨員を配置し、中学校や⾼等学校との連携・⽀援を進めます。 
 

７ 拡⼤ ② 学校図書館専⾨員・⽀援員へレファレンス対応や情報提供を⾏います。 
 

8 拡⼤ ③ 保護者が集まる場において、⼦どもの読書活動の重要性について啓発します。 
 

９ 拡⼤ ③ SNSを活⽤した図書館の情報発信を⾏います。 
 

10 拡⼤ ③ 中学⽣向けおすすめ本リスト（わかば通信）を作成し、市内中学校と⾼等学校に

配布します。 
 

11 拡⼤ ③ 中学校・夜間中学校へ図書館利⽤案内を配布します。 
 

12 継続 ① 中⾼⽣向けの資料を幅広く収集し、魅⼒あるコーナーをつくります。 
 

13 継続 ① 「⼦ども読書の⽇」「⼦どもの読書週間」や「読書週間」24に合わせて読書の 

楽しさや意義について啓発します。 
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④その他 

図書館以外の⾏政関係部署においても、それぞれが必要に応じて連携、協⼒を図り、⼦

どもの読書活動を推進します。 

 

 ⽅向性 基本⽅針 取り組み内容 

１ 新規 ① 資料の貸出、中⾼⽣向けリストを配布します。        【⼦どもわかもの課】 

 

2 拡⼤ ① 本に関⼼を持てるような読書⽀援に取り組みます。    【⼦どもわかもの課】 

 

3 

 

拡⼤ ② 常盤平児童福祉館、こども館の環境整備と蔵書の充実を⾏い、中⾼⽣が読書 

しやすい環境をつくります。                        【⼦どもわかもの課】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 継続 ② ⻘少年会館の読書スペースの確保に努めます。          【⽣涯学習推進課】 
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３ 配慮を必要とする⼦どもへの取り組み                     

 
（１）配慮を必要とする⼦どもへの読書活動 

国が策定した⼦どもの読書活動の推進に関する基本的な計画では「障害のある⼦ども

の読書活動の推進」及び「障害のある⼦どもの読書活動を推進するための諸条件の整備・

充実」が盛り込まれ、また県が策定した千葉県⼦どもの読書活動推進計画（第三次）に

おいても「障害のある児童⽣徒への読書活動の⽀援」「多様な⽀援を必要とする⼦どもの

ための諸条件の整備」が謳われています。 

よって、⾝体的・精神的な障害のみならず、病気・療養や貧困、不登校や⽇本語を⺟

国語としないなど何らかの⽀援が必要な⼦どもに対して、個々の事情に応じて配慮し、

⼀⼈ひとりの状況や⼆―ズに柔軟に対応できるよう、さまざまな形態の本や環境を整備

するとともに、関係機関が連携しながら誰もが本とふれあい親しむことができる読書活

動⽀援を進めていく必要があります。 

 

（２）現在の取り組み 

 本市における取り組みは以下のとおりですが、⼗分とはいえない状況です。 

内  容 担 当 課 

〇毎⽇絵本読み聞かせ、ペープサート25を実施（通園施設） 

〇保護者への普及啓発（個⼈⾯談・懇談会で実施） 

〇読書環境の整備（蔵書の充実） 

健康福祉会館

(ふれあい 22) 

〇点字絵本、⼤活字本26、LL ブック27等資料の収集・提供 

〇宅配サービス 

 内容︓図書館に来館することが難しい⼈を対象に⾃宅へ資料を宅配するサービス 

対象︓市内在住で⾝体障害者⼿帳の交付（1 級から 3 級）を受けている⽅、 

または介護保険で要介護の認定を受けている⽅ 

図書館 
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（３）今後の主な取り組み 

① 障害などの理由により配慮を必要とする⼦どもへの⽀援 

 ⽅向性 基本⽅針 取り組み内容 

 

2 新規 ① 特別⽀援学級や病院、⽀援施設などへ、必要に応じて資料を貸し出します。 

【図書館】 
 

3 新規 ② 特別⽀援学級や病院、⽀援施設などへ、必要に応じて読み聞かせボランティア 

を派遣します。                                              【図書館】 
 

4 新規 ② 布絵本29やマルチメディアDAISY30等の資料を収集します。    【図書館】 
 

5 新規 ② サピエ31サービスを導⼊します。                              【図書館】 
 

6 新規 ② 対⾯朗読32サービスや⾳声拡⼤読書器33を導⼊します。        【図書館】 
 

7 拡⼤ ② 点字絵本、LLブック、⼤活字本の蔵書数を増やします。          【図書館】 
 

8 拡⼤ ② 施設のバリアフリー化を進めます。                            【図書館】 
 

９ 拡⼤ ② 宅配サービスについて周知します。               【図書館】 
 

10 継続 ① 児童発達⽀援センターで、読み聞かせやパネルシアターを⾏います。 

【健康福祉会館】 

 

② その他の⽀援 

1 拡⼤ ② 外国語絵本の蔵書を増やします。                              【図書館】 
 

 2 拡⼤ ② みらい分校へ必要に応じて、図書館に関する情報提供を⾏います。【図書館】 
 

3 継続 ② NPOや⺠間団体へ必要に応じて、情報提供や資料の貸出を⾏います。【図書館】

 

4 継続 ② ⽀援を必要とする⼦どもや保護者へ情報が⾏き渡るような取り組みを進めます。

【図書館】 

１ 新規 ① リーディングトラッカー28を導⼊するとともに、利⽤について周知を図ります。

【図書館】 
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① 関連法令等  
 

1  ⼦どもの読書活動の推進に関する法律 （平成⼗三年⼗⼆⽉⼗⼆⽇法律第百五⼗四号） 

（⽬的） 

第⼀条 この法律は、⼦どもの読書活動の推進に関し、基本理念を定め、並びに国及び地⽅

公共団体の責務等を明らかにするとともに、⼦どもの読書活動の推進に関する必要

な事項を定めることにより、⼦どもの読書活動の推進に関する施策を総合的かつ計

画的に推進し、もって⼦どもの健やかな成⻑に資することを⽬的とする。 

（基本理念） 

第⼆条 ⼦ども（おおむね⼗⼋歳以下の者をいう。以下同じ。）の読書活動は、⼦どもが、

⾔葉を学び、感性を磨き、表現⼒を⾼め、創造⼒を豊かなものにし、⼈⽣をより深

く⽣きる⼒を⾝に付けていく上で⽋くことのできないものであることにかんがみ、

すべての⼦どもがあらゆる機会とあらゆる場所において⾃主的に読書活動を⾏う

ことができるよう、積極的にそのための環境の整備が推進されなければならない。 

（国の責務） 

第三条 国は、前条の基本理念（以下「基本理念」という。）にのっとり、⼦どもの読書活

動の推進に関する施策を総合的に策定し、及び実施する責務を有する。 

（地⽅公共団体の責務） 

第四条 地⽅公共団体は、基本理念にのっとり、国との連携を図りつつ、その地域の実膚を

踏まえ、⼦どもの読書活動の推進に関する施策を策定し及び実施する責務を有する。 

（事業者の努⼒） 

第五条 事業者はその事業活動を⾏うに当たっては、基本理念にのっとり⼦どもの読書活動

が推進されるよう、⼦どもの健やかな成⻑に資する書籍等の提供に努めるものとす

る。 

（保護者の役割） 

第六条 ⽗⺟その他の保護者は、⼦どもの読書活動の機会の充実及び読書活動の習慣化に積

極的な役割を果たすものとする。 

（関係機関等との連携強化） 

第七条 国及び地⽅公共団体は、⼦どもの読書活動の推進に関する施策が円滑に実施される

よう、学校、図書館その他の関係機関及び⺠間団体との連携の強化その他必要な体

制の整備に努めるものとする。 
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（⼦ども読書活動推進基本計画） 

第⼋条 政府は、⼦どもの読書活動の推進に関する施策の総合的かつ計画的な推進を図るた 

め、⼦どもの読書活動の推進に関する基本的な計画（以下「⼦ども読書活動推進基 

本計画」という。） を策定しなければならない。 

2 政府は、⼦ども読書活動推進基本計画を策定したときは、遅滞なく、これを国会に 

報告するとともに、公表しなければならない。 

3 前項の規定は、⼦ども読書活動推進基本計画の変更について準⽤する。 

（都道府県⼦ども読書活動推進計画等） 

第九条 都道府県は、⼦ども読書活動推進基本計画を基本とするとともに、当該都道府県に

おける⼦どもの読書活動の推進の状況等を踏まえ、当該都道府県における⼦どもの

読書活動の推進に関する施策についての計画（以下「都道府県⼦ども読書活動推進

計画」という。）を策定するよう努めなければならない。 

2  市町村は、⼦ども読書活動推進基本計画（都道府県⼦ども読書活動推進計画が策定 

されているときは、⼦ども読書活動推進基本計画及び都道府県⼦ども読書活動推進 

計画）を基本とするとともに、当該市町村における⼦どもの読書活動の推進の状況 

等を踏まえ、当該市町村における⼦どもの読書活動の推進に関する施策についての 

計画（以下「市町村⼦ども読書活動推進計画」という。）を策定するよう努めなけ 

ればならない。 

3 都道府県⼜は市町村は、都道府県⼦ども読書活動推進計画⼜は市町村⼦ども読書活 

動推進計画を策定したときは、これを公表しなければならない。 

4 前項の規定は、都道府県⼦ども読書活動推進計画⼜は市町村⼦ども読書活動推進計 

画の変更について準⽤する。 

（⼦ども読書の⽇） 

第⼗条 国⺠の間に広く⼦どもの読書活動についての関⼼と理解を深めるとともに、⼦ど 

もが積極的に読書活動を⾏う意欲を⾼めるため、⼦ども読書の⽇を設ける。 

2 ⼦ども読書の⽇は、四⽉⼆⼗三⽇とする。 

3 国及び地⽅公共団体は、⼦ども読書の⽇の趣旨にふさわしい事業を実施するよう努 

めなければならない。 

（財政上の措置等） 

第⼗⼀条 国及び地⽅公共団体は、⼦どもの読書活動の推進に関する施策を実施するため 

必要な 財政上の措置その他の措置を講ずるよう努めるものとする。 
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2  ⽂字・活字⽂化振興法 （平成⼗七年七⽉⼆⼗九⽇法律第九⼗⼀号） 
（⽬的） 

第⼀条 この法律は、⽂字・活字⽂化が、⼈類が⻑い歴史の中で蓄積してきた知識及び知恵

の継承及び向上、豊かな⼈間性の涵養並びに健全な⺠主主義の発達に⽋くことので

きないものであることにかんがみ、⽂字・活字⽂化の振興に関する基本理念を定め、

並びに国及び地⽅公共団体の責務を明らかにするとともに、⽂字・活字⽂化の振興

に関する必要な事項を定めることにより、我が国における⽂字・活字⽂化の振興に

関する施策の総合的な推進を図り、もって知的で⼼豊かな国⺠⽣活及び活⼒ある社

会の実現に寄与することを⽬的とする。 

（定義） 

第⼆条 この法律において「⽂字・活字⽂化」とは、活字その他の⽂字を⽤いて表現された

もの（以下この条において「⽂章」という。）を読み、及び書くことを中⼼として

⾏われる精神的  な活動、出版活動その他の⽂章を⼈に提供するための活動並びに

出版物その他のこれらの活動の⽂化的所産をいう。 

（基本理念） 

第三条 ⽂字・活字⽂化の振興に関する施策の推進は、すべての国⺠が、その⾃主性を尊重

されつつ、⽣涯にわたり、地域、学校、家庭その他の様々な場において、居住する

地域、⾝体的な条件その他の要因にかかわらず、等しく豊かな⽂字・活字⽂化の恵

沢を享受できる環境を整備することを旨として、⾏われなければならない。 

2 ⽂字・活字⽂化の振興に当たっては、国語が⽇本⽂化の基盤であることに⼗分配慮 

されなければならない。 

3 学校教育においては、すべての国⺠が⽂字・活字⽂化の恵沢を享受することができ 

るようにするため、その教育の課程の全体を通じて、読む⼒及び書く⼒並びにこれ 

らの⼒を基礎とする⾔語に関する能⼒（以下「⾔語⼒」という。）の涵養に⼗分配 

慮されなければならない。 

（国の責務） 

第四条 国は、前条の基本理念（次条において「基本理念」という。）にのっとり、⽂字・ 

活字⽂化の振興に関する施策を総合的に策定し、及び実施する責務を有する。 

（地⽅公共団体の責務） 

第五条  地⽅公共団体は、基本理念にのっとり、国との連携を図りつつ、その地域の実情

を踏まえ、⽂字・活字⽂化の振興に関する施策を策定し、及び実施する責務を有
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する。 

（関係機関等との連携強化） 

第六条 国及び地⽅公共団体は、⽂字・活字⽂化の振興に関する施策が円滑に実施される 

よう、図書館、教育機関その他の関係機関及び⺠間団体との連携の強化、その他 

必要な体制の整備に努めるものとする。 

 （地域における⽂字・活字⽂化の振興） 

第七条  市町村は、図書館奉仕に対する住⺠の需要に適切に対応できるようにするため、 

必要な数の公⽴図書館を設置し、及び適切に配置するよう努めるものとする。 

2 国及び地⽅公共団体は、公⽴図書館が住⺠に対して適切な図書館奉仕を提供する

ことができるよう、司書の充実等の⼈的体制の整備、図書館資料の充実、情報化

の推進等の物的条件の整備その他の公⽴図書館の運営の改善及び向上のために必

要な施策を講ずるものとする。 

3 国及び地⽅公共団体は、⼤学その他の教育機関が⾏う図書館の⼀般公衆への開放、

⽂字・活字⽂化に係る公開講座の開設その他の地域における⽂字・活字⽂化の振

興に貢献する活動を促進するため、必要な施策を講ずるよう努めるものとする。 

4 前三項に定めるもののほか、国及び地⽅公共団体は、地域における⽂字・活字⽂

化の振興を図るため、⽂字・活字⽂化の振興に資する活動を⾏う⺠間団体の⽀援

その他の必要な施策を講ずるものとする。 

（学校教育における⾔語⼒の涵養） 

第⼋条 国及び地⽅公共団体は、学校教育において⾔語⼒の涵養が⼗分に図られるよう、

効果的な⼿法の普及その他の教育⽅法の改善のために必要な施策を講ずるととも

に、教育職員の養成及び研修の内容の充実その他のその資質の向上のために必要

な施策を講ずるものとする。 

2 国及び地⽅公共団体は、学校教育における⾔語⼒の涵養に資する環境の整備充実

を図るため、司書教諭及び学校図書館に関する業務を担当するその他の職員の充

実等の⼈的体制の整備、学校図書館の図書館資料の充実及び情報化の推進等の物

的条件の整備等に関し必要な施策を講ずるものとする。 

（⽂字・活字⽂化の国際交流） 

第九条  国は、できる限り多様な国の⽂字・活字⽂化が国⺠に提供されるようにするとと

もに我が国の⽂字・活字⽂化の海外への発信を促進するため、我が国においてそ

の⽂化が広く知られていない外国の出版物の⽇本語への翻訳の⽀援、⽇本語の出

版物の外国語への翻訳の⽀援その他の⽂字・活字⽂化の国際交流を促進するため
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に必要な施策を講ずるものとする。 

（学術的出版物の普及） 

第⼗条  国は、学術的出版物の普及が⼀般に困難であることにかんがみ、学術研究の成果

についての出版の⽀援その他の必要な施策を講ずるものとする。 

（⽂字・活字⽂化の⽇） 

第⼗⼀条 国⺠の間に広く⽂字・活字⽂化についての関⼼と理解を深めるようにするため、

⽂字・活字⽂化の⽇を設ける。 

2 ⽂字・活字⽂化の⽇は、⼗⽉⼆⼗七⽇とする。 

3 国及び地⽅公共団体は、⽂字・活字⽂化の⽇には、その趣旨にふさわしい⾏事が

実施されるよう努めるものとする。 

（財政上の措置等） 

第⼗⼆条 国及び地⽅公共団体は、⽂字・活字⽂化の振興に関する施策を実施するため必要

な財政上の措置その他の措置を講ずるよう努めるものとする。 

附則 この法律は、公布の⽇から施⾏する。 
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３ 学校図書館法 （昭和⼆⼗⼋年⼋⽉⼋⽇法律第百⼋⼗五号）改正︓平成⼆七年六⽉⼆四⽇法律第四六号 

（⽬的） 

第⼀条 この法律は、学校図書館が、学校教育において⽋くことのできない基礎的な設備

である ことにかんがみ、その健全な発達を図り、もつて学校教育を充実すること

を⽬的とする。 

（定義） 

第⼆条  この法律において「学校図書館」とは、⼩学校（特別⽀援学校の⼩学部を含む。）、

中学校（中等教育学校の前期課程及び特別⽀援学校の中学部を含む。）及び⾼等学

校（中等教育学校の後期課程及び特別⽀援学校の⾼等部を含む。）（以下「学校」

という。）において、図書、視覚聴覚教育の資料その他学校教育に必要な資料（以

下「図書館資料」という。）を収集し、整理し、及び保存し、これを児童⼜は⽣徒

及び教員の利⽤に供することによって、学校の教育課程の展開に寄与するととも

に、児童⼜は⽣徒の健全な教養を育成することを⽬的として設けられる学校の設

備をいう。 

 （設置義務） 

第三条  学校には、学校図書館を設けなければならない。 

（学校図書館の運営） 

第四条  学校は、おおむね左の各号に掲げるような⽅法によって、学校図書館を児童⼜は

⽣徒及び教員の利⽤に供するものとする。 

⼀ 図書館資料を収集し、児童⼜は⽣徒及び教員の利⽤に供すること。 

⼆ 図書館資料の分類排列を適切にし、及びその⽬録を整備すること。 

三 読書会、研究会、鑑賞会、映写会、資料展⽰会等を⾏うこと。 

四 図書館資料の利⽤その他学校図書館の利⽤に関し、児童⼜は⽣徒に対し指導を

⾏うこと。 

五 他の学校の学校図書館、図書館、博物館、公⺠館等と緊密に連絡し、及び協⼒

すること。 

2   学校図書館は、その⽬的を達成するのに⽀障のない限度において、⼀般公衆に利 

⽤させることができる。 

（司書教諭） 

第五条 学校には、学校図書館の専⾨的職務を掌らせるため、司書教諭を置かなければな

らない。 
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2 前項の司書教諭は、主幹教諭（養護⼜は栄養の指導及び管理をつかさどる主幹教 

諭を除く。）、指導教諭⼜は教諭（以下この項において「主幹教諭等」という。）を

もつて充てる。この場合において、当該主幹教諭等は、司書教諭の講習を修了し

た者でなければならない。 

3 前項に規定する司書教諭の講習は、⼤学その他の教育機関が⽂部科学⼤⾂の委嘱

を受けて⾏う。 

4 前項に規定するものを除くほか、司書教諭の講習に関し、履修すべき科⽬及び単 

位その他必要な事項は、⽂部科学省令で定める。 

（学校司書） 

第六条  学校には、前条第⼀項の司書教諭のほか、学校図書館の運営の改善及び向上を図

り、児童⼜は⽣徒及び教員による学校図書館の利⽤の⼀層の促進に資するため、

専ら学校図書館の職務に従事する職員（次項において「学校司書」という。）を置

くよう努めなければならない。 

2   国及び地⽅公共団体は、学校司書の資質能⼒の向上を図るため、研修の実施その

他の必要な措置を講ずるよう努めなければならない。 

（設置者の任務） 

第七条  学校の設置者は、この法律の⽬的が⼗分に達成されるようその設置する学校の学

校図書館を整備し、及び充実を図ることに努めなければならない。 

（国の任務） 

第⼋条  国は、学校図書館を整備し、及びその充実を図るため、左の各号に掲げる事項の

実施に努めなければならない。 

学校図書館の整備及び充実並びに司書教諭の養成に関する総合的計画を樹⽴する 

こと。 

学校図書館の設置及び運営に関し、専⾨的、技術的な指導及び勧告を与えること。 

前各号に掲げるものの外、学校図書館の整備及び充実のため必要と認められる措 

置を講ずること。 
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４ 視覚障害者等の読書環境の整備の推進に関する法律（令和元年六⽉⼆⼋⽇法律第四九号） 

第⼀章 総則 

（⽬的） 

第⼀条 この法律は、視覚障害者等の読書環境の整備の推進に関し、基本理念を定め、並

びに国及び地⽅公共団体の責務を明らかにするとともに、基本計画の策定その他

の視覚障害者等の読書環境の整備の推進に関する施策の基本となる事項を定める

こと等により、視覚障害者等の読書環境の整備を総合的かつ計画的に推進し、も

って障害の有無にかかわらず全ての国⺠が等しく読書を通じて⽂字・活字⽂化（⽂

字・活字⽂化振興法（平成⼗七年法律第九⼗⼀号）第⼆条に規定する⽂字・活字

⽂化をいう。）の恵沢を享受することができる社会の実現に寄与することを⽬的と

する。 

（定義） 

第⼆条 この法律において「視覚障害者等」とは、視覚障害、発達障害、肢体不⾃由その

他の障害により、書籍（雑誌、新聞その他の刊⾏物を含む。以下同じ。）について、

視覚による表現の認識が困難な者をいう。 

   ２ この法律において「視覚障害者等が利⽤しやすい書籍」とは、点字図書、拡⼤図

書その他の視覚障害者等がその内容を容易に認識することができる書籍をいう。 

   ３ この法律において「視覚障害者等が利⽤しやすい電⼦書籍等」とは、電⼦書籍そ

の他の書籍に相当する⽂字、⾳声、点字等の電磁的記録（電⼦的⽅式、磁気的⽅

式その他⼈の知覚によっては認識することができない⽅式で作られる記録をいう。

第⼗⼀条第⼆項及び第⼗⼆条第⼆項において同じ。）であって、電⼦計算機等を利

⽤して視覚障害者等がその内容を容易に認識することができるものをいう。 

（基本理念） 

第三条  視覚障害者等の読書環境の整備の推進は、次に掲げる事項を旨として⾏われなけ

ればならない。 

  ⼀ 視覚障害者等が利⽤しやすい電⼦書籍等が視覚障害者等の読書に係る利便性の向

上に著しく資する特性を有することに鑑み、情報通信その他の分野における先端

的な技術等を活⽤して視覚障害者等が利⽤しやすい電⼦書籍等の普及が図られる

とともに、視覚障害者等の需要を踏まえ、引き続き、視覚障害者等が利⽤しやす

い書籍が提供されること。 
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  ⼆ 視覚障害者等が利⽤しやすい書籍及び視覚障害者等が利⽤しやすい電⼦書籍等

（以下「視覚障害者等が利⽤しやすい書籍等」という。）の量的拡充及び質の向上

が図られること。 

  三 視覚障害者等の障害の種類及び程度に応じた配慮がなされること。 

（国の責務） 

第四条 国は、前条の基本理念にのっとり、視覚障害者等の読書環境の整備に関する施策

を総合的に策定し、及び実施する責務を有する。 

（地⽅公共団体の責務） 

第五条 地⽅公共団体は、第三条の基本理念にのっとり、国との連携を図りつつ、その地

域の実情を踏まえ、視覚障害者等の読書環境の整備の推進に関する施策を策定し、

及び実施する責務を有する。 

（財政上の措置等） 

第六条 政府は、視覚障害者等の読書環境の整備に関する施策を実施するため必要な財政

上の措置その他の措置を講じなければならない。 

第⼆章 基本計画等 

（基本計画） 

第七条 ⽂部科学⼤⾂及び厚⽣労働⼤⾂は、視覚障害者等の読書環境の整備の推進に関す

る施策の総合的かつ計画的な推進を図るため、視覚障害者等の読書環境の整備の

推進に関する基本的な計画（以下この章において「基本計画」という。）を定めな

ければならない。 

  ２ 基本計画は、次に掲げる事項について定めるものとする。 

   ⼀ 視覚障害者等の読書環境の整備の推進に関する施策についての基本的な⽅針 

   ⼆ 視覚障害者等の読書環境の整備の推進に関し政府が総合的かつ計画的に講ずべ

き施策 

   三 前第⼆号に掲げるもののほか、視覚障害者等の読書環境の整備の推進に関する

施策を総合的かつ計画的に推進するために必要な事項 

  ３ ⽂部科学⼤⾂及び厚⽣労働⼤⾂は、基本計画を策定しようとするときは、あらか

じめ、経済産業⼤⾂、総務⼤⾂その他の関係⾏政機関の⻑に協議しなければなら

ない。 

  ４ ⽂部科学⼤⾂及び厚⽣労働⼤⾂は、基本計画を策定しようとするときは、あらか

じめ、視覚障害者等その他の関係者の意⾒を反映させるために必要な措置を講ず

るものとする。 
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  ５ ⽂部科学⼤⾂及び厚⽣労働⼤⾂は、基本計画を策定したときは、遅滞なく、これ

をインターネットの利⽤その他適切な⽅法により公表しなければならない。 

  ６ 前三項の規定は、基本計画の変更について準⽤する。 

（地⽅公共団体の計画） 

 第⼋条 地⽅公共団体は、基本計画を勘案して、当該地⽅公共団体における視覚障害者

等の読書環境の整備の状況等を踏まえ、当該地⽅公共団体における視覚障害者

等の読書環境の整備の推進に関する計画を定めるよう努めなければならない。 

   ２ 地⽅公共団体は、前項の計画を定めようとするときは、あらかじめ、視覚障害

者等その他の関係者の意⾒を反映させるために必要な措置を講ずるよう努める

ものとする。 

   ３ 地⽅公共団体は、第⼀項の計画を定めたときは、遅滞なく、これを公表するよ

う努めなければならない。 

   ４ 第⼆項の規定は、第⼀項の計画の変更について準⽤する。 

第三章 基本的施策 

（視覚障害者等による図書館の利⽤に係る体制の整備等） 

 第九条 国及び地⽅公共団体は、公⽴図書館、⼤学及び⾼等専⾨学校の附属図書館並び

に学校図書館（以下「公⽴図書館等」という。）並びに国⽴国会図書館について、

各々の果たすべき役割に応じ、点字図書館とも連携して、視覚障害者等が利⽤

しやすい書籍等の充実、視覚障害者等が利⽤しやすい書籍等の円滑な利⽤のた

めの⽀援の充実その他の視覚障害者等によるこれらの図書館の利⽤に係る体制

の整備が⾏われるよう、必要な施策を講ずるものとする。 

   ２ 国及び地⽅公共団体は、点字図書館について、視覚障害者等が利⽤しやすい書

籍等の充実、公⽴図書館等に対する視覚障害者等が利⽤しやすい書籍等の利⽤

に関する情報提供その他の視覚障害者等が利⽤しやすい書籍等を視覚障害者が

⼗分かつ円滑に利⽤することができるようにするための取組の促進に必要な施

策を講ずるものとする。 

（インターネットを利⽤したサービスの提供体制の強化） 

第⼗条 国及び地⽅公共団体は、視覚障害者等がインターネットを利⽤して全国各地に

存する視覚障害者等が利⽤しやすい書籍等を⼗分かつ円滑に利⽤することがで

きるようにするため、次に掲げる施策その他の必要な施策を講ずるものとする。 

  ⼀ 点字図書館等から著作権法（昭和四⼗五年法律四⼗⼋）第三⼗七条第⼆項⼜は

第三項本⽂の規定により製作される視覚障害者等が利⽤しやすい電⼦書籍等
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（以下「特定電⼦書籍等」という。）であってインターネットにより送信するこ

とができるもの及び当該点字図書館等の有する視覚障害者等が利⽤しやすい書

籍等に関する情報の提供を受け、これらをインターネットにより視覚障害者等

に提供する全国的なネットワークの運営に対する⽀援 

  ⼆ 視覚障害者等が利⽤しやすい書籍等に係るインターネットを利⽤したサービス

の提供についての国⽴国会図書館、前号のネットワークを運営する者、公⽴図

書館等、点字図書館及び特定電⼦書籍等の製作を⾏う者の間の連携の強化 

（特定書籍及び特定電⼦書籍等の製作の⽀援） 

第⼗⼀条 国及び地⽅公共団体は、著作権法第三⼗七条第⼀項⼜は第三項本⽂の規定に 

より製作される視覚障害者等が利⽤しやすい書籍（以下「特定書籍」という。）

及び特定電⼦書籍等の製作を⽀援するため、製作に係る基準の作成等のこれら

の質の向上を図るための取組に対する⽀援その他の必要な施策を講ずるものと

する。 

   ２ 国は、特定書籍及び特定電⼦書籍等の効率的な製作を促進するため、出版を⾏

うもの（次条及び第⼗⼋条において「出版者」という。）からの特定書籍⼜は特

定電⼦書籍等の製作を⾏うものに対する書籍に係る電磁的記録の提供を促進す

るための環境の整備に必要な⽀援その他の必要な施策を講ずるものとする。 

（視覚障害者等が利⽤しやすい電⼦書籍等の販売等の促進等） 

第⼗⼆条 国は、視覚障害者等が利⽤しやすい電⼦書籍等の販売等が促進されるよう、技

術の進歩を適切に反映した規格等の普及の促進、著作権者と出版者との契約に

関する情報提供その他の必要な施策を講ずるものとする。 

   ２ 国は、書籍を購⼊した視覚障害者等からの求めに応じて出版者が当該書籍に係

る電磁的記録の提供を⾏うことその他の出版者からの視覚障害者等に対する書

籍に係る電磁的記録の提供を促進するため、その環境の整備に関する関係者間

における検討に対する⽀援その他の必要な施策を講ずるものとする。 

（外国からの視覚障害者等が利⽤しやすい電⼦書籍等の⼊⼿のための環境の整備） 

第⼗三条 国は、視覚障害者等が、盲⼈、視覚障害者その他の印刷物の判読に障害のある

者が発⾏された著作物を利⽤する機会を促進するためのマラケシュ条約の枠組

みに基づき、視覚障害者等が利⽤しやすい電⼦書籍等であってインターネット

により送信することができるものを外国から⼗分かつ円滑に⼊⼿することがで

きるよう、その⼊⼿に関する相談体制の整備その他のその⼊⼿のための環境整

備について必要な施策を講ずるものとする。 
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第⼗四条 国及び地⽅公共団体は、視覚障害者等が利⽤しやすい電⼦書籍等を利⽤するた

めの端末機器等及びこれに関する情報を視覚障害者等が⼊⼿することを⽀援す

るため、必要な施策を講ずるものとする。 

（情報通信技術の習得⽀援） 

第⼗五条 国及び地⽅公共団体は、視覚障害者等が利⽤しやすい電⼦書籍等を利⽤するに

当たって必要となる情報通信技術を視覚障害者等が習得することを⽀援するた

め、講習会及び巡回指導の実施の推進その他の必要な施策を講ずるものとする。 

（研究開発の推進等） 

第⼗六条 国は、視覚障害者等が利⽤しやすい電⼦書籍等及びこれを利⽤するための端末

機器等について、視覚障害者等の利便性の⼀層の向上を図るため、これらに係

る先端的な技術等に関する研究開発の推進及びその成果の普及に必要な施策を

講ずるものとする。 

（⼈材の育成等） 

第⼗七条 国及び地⽅公共団体は、特定書籍及び特定電⼦書籍等の製作並びに公⽴図書館

等、国⽴国会図書館及び点字図書館における視覚障害者等が利⽤しやすい書籍

等の円滑な利⽤のための⽀援に係る⼈材の育成、資質の向上及び確保を図るた

め、研修の実施の推進、広報活動の充実その他の必要な施策を講ずるものとす

る。 

第四章 協議の場等 

第⼗⼋条 国は、視覚障害者等の読書環境の整備の推進に関する施策の効果的な推進を図

るため、⽂部科学省、厚⽣労働省、経済産業省、総務省その他の関係⾏政機関

の職員、国⽴国会図書館、公⽴図書館等、点字図書館、第⼗条第⼀号のネット

ワークを運営する者、特定書籍⼜は特定電⼦書籍等の製作を⾏う者、出版者、

視覚障害者等その他の関係者による協議の場を設けることその他の関係者の連

携協⼒に関し必要な措置を講ずるものとする。 

附則 この法律は、公布の⽇から施⾏する。 
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② 松⼾市⼦どもの読書活動推進計画策定検討委員会 設置要領 
（設置） 

第１条 ⼦どもの読書活動の推進に関する法律(平成 13 年法律第 154 号)第 9 条第 2 項の

規定に基づき、本市における⼦どもの読書活動推進計画(以下「計画」という。) 

を策定するため、松⼾市⼦どもの読書活動推進計画策定検討委員会(以下「検討委

員会」という。) を設置する。 

（所掌事務） 

第２条 検討委員会は次に掲げる事務を所掌する。 

 (1) 計画の策定に係る調査・研究に関すること。 

   (2) その他計画に関すること。 

（組織） 

第３条 検討委員会は、別記に定める所属の職員のうち所属⻑から推薦された者をもって 

組織する。 

２ 検討委員会の職員が必要と認めるときは、前項の規定する職員以外の職員を会議に

出席させ、意⾒を求めることができる。 

（庶務） 

第４条 検討委員会の庶務は、⽣涯学習部図書館において処理する。 

（設置期間） 

第５条 検討委員会の設置期間は、令和元年 5 ⽉ 1 ⽇から計画の策定が終了するまでの間 

とする。 

（その他） 

第６条 この要領に定めるもののほか、検討委員会の運営に関し必要な事項は、検討委員会

職員の合議により別に定める。 

  

別記(第 3 条関係) 

(1) 障害福祉課（福祉⻑寿部） 

(2) 健康福祉会館（福祉⻑寿部） 

(3) ⼦育て⽀援課（⼦ども部） 

(4) ⼦どもわかもの課（⼦ども部） 

(5) ⼦ども家庭相談課 ⺟⼦保健担当室（⼦ども部） 

(6) 幼児教育課（⼦ども部） 
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(7) 保育課（⼦ども部） 

(8) 社会教育課（⽣涯学習部） 

(9) ⽣涯学習推進課（⽣涯学習部） 

(10) 指導課（学校教育部） 

(11) 図書館（⽣涯学習部） 
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③ 参考データ  
 

○市内の 0〜18 歳の⼈⼝ 

 出典 H28 H29 H30 

0〜18 歳の 

⼈⼝ 

松⼾市年齢階層別 

⼈⼝統計表 
（男⼥別 

平成 31 年 3 ⽉ 31 ⽇時点） 

77,966 77,347 76,595 

 

○蔵書数 

 

 

 

 

 

 
 

○図書館登録者数 

 出典 H28 H29 H30 

図書館登録者数 
（0〜18 歳） 

図書館統計数値 
(各年度末⽇付） 26,666 25,496 28,274 

サービス指標 

登録率 
（図書館登録者数）/ 

（0〜18歳の⼈⼝）×100 34％ 33％ 37％ 

 

○貸出冊数 

 出典 H28 H29 H30 

児童書 

貸出総数 

（図書資料） 

図書館統計数値 688,748 734,876 726,977 

⼦ども 1 ⼈当たり

の年間図書 

貸出冊数 
図書館統計数値 8.83 9.50 9.49 

 

 出典 H28 H29 H30 

児童書蔵書数

（図書資料） 
図書館要覧 168,115 169,982 173,535 

⼦ども（0〜18 歳）

⼀⼈当たり蔵書数 図書館統計数値 2.16 2.20 2.27 
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＜乳幼児＞ 

○⼈⼝  

 

 

 

 

 

○図書館登録者 

 出典 H28 H29 H30 
年齢区分別 

登録者数推移  

0〜6 歳 
図書館統計数値 971 1,226 1,457 

サービス指標 

登録率〜6 歳 

（図書館登録者数）/ 

（年齢区分別の⼈⼝）×

100 
4% 5% 5% 

 

○実利⽤者数 

 出典 H28 H29 H30 
年齢区分別 

実利⽤者数推移 

0〜6 歳 

図書館統計数値 1,171 1,121 1,229 

実利⽤者数率 

0〜6 歳 
（図書館実利⽤者数）/

（0〜6 歳の⼈⼝）×100 4% 4% 5% 

 

○貸出冊数 

 出典 H28 H29 H30 

0〜6 歳の 

貸出数 
貸出館コード 

年齢区分別貸出数 
69,836 94,067 118,627 

⼀⼈当たり 

貸出冊数 
(0〜6 歳の貸出し/ 

(0〜6 歳の⼈⼝)×100 
2.56 3.48 4.42 

 

 

 

 出典 H28 H29 H30 

0〜6 歳の⼈⼝ 

松⼾市年齢階層別 

⼈⼝統計表 
（男⼥別 

平成 31 年 3 ⽉ 31 ⽇時点） 

27,182 26,989 26,813 
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○おはなし会（「絵本はじめのい〜っぽ」） 

 出典 H28 H29 H30※ 

おはなし会 
「絵本はじめのい〜っぽ」 

図書館要覧 

市内 7 施設 

73 回 1,537 ⼈ 

⼦ども 835 ⼈ 

⼤⼈ 702 ⼈ 

市内 7 施設 

77 回 1,505 ⼈ 

⼦ども 798 ⼈ 

⼤⼈ 707 ⼈ 

市内 7 施設 

64 回 1,292 ⼈ 

⼦ども 665 ⼈ 

⼤⼈ 627 ⼈ 

※ 10 ⽉から 12 ⽉にかけて、⿇疹感染予防のため、おはなし会中⽌。 

 

○おはなし会（「⼩さい⼦のためのおはなし会」） 

出典 H28 H29 H30 

おはなし会 

「⼩さい⼦のための 

おはなし会」 

図書館要覧 

184 回 1,967 ⼈ 

⼦ども 1,103 ⼈ 

⼤⼈ 864 ⼈ 

186 回 2,046 ⼈ 

⼦ども 1,111 ⼈ 

⼤⼈ 935 ⼈ 

152回 1,613⼈ 

⼦ども 863 ⼈ 

⼤⼈ 750 ⼈ 

※ 10 ⽉から 12 ⽉にかけて、⿇疹感染予防のため、おはなし会中⽌。 
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＜⼩学校＞ 

【⼩学校低学年（7〜9 歳）】 

〇⼈⼝ 

 出典 H28 H29 H30 

7〜9 歳の⼈⼝ 

松⼾市年齢階層別 

⼈⼝統計表 
（男⼥別 

平成 31 年 3 ⽉ 31 ⽇時点） 

11,922 11,831 11,767 

 

○図書館登録者 

 出典 H28 H29 H30 
年齢区分別 

登録者数推移 

7〜9 歳 
図書館統計数値 3,930 3,856 3,864 

登録率 7〜9 歳 
（図書館登録者数）/ 

（年齢区分別の⼈⼝）×100 33％ 33％ 33％ 

 

○実利⽤者数 

 出典 H28 H29 H30 
年齢区分別 

登録者数推移 

7〜9 歳 

図書館統計数値 3,158 2,947 2,662 

実利⽤者数率 7〜9 歳 

（図書館実利⽤者数）

/（7〜9 歳の⼈⼝）×

100 
26％ 25％ 23％ 

 

○貸出冊数 

 出典 H28 H29 H30 

7〜9 歳の貸出数 図書館統計数値 98,571 95,490 87,578 

⼀⼈当たり貸出冊数 
(7〜9 歳の貸出し/ 

(7〜9 歳の⼈⼝)×100 
8.27 8.07 7.44 
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【⼩学校⾼学年（10〜12 歳）】 

○⼈⼝ 

 出典 H28 H29 H30 

10〜12 歳の 

⼈⼝ 

松⼾市年齢階層別 

⼈⼝統計表 
（男⼥別 

平成 31 年 3 ⽉ 31 ⽇時点） 

12,178 12,050 11,887 

 

○図書館登録者 

 出典 H28 H29 H30 

年齢区分別登録者数

推移 10〜12 歳 
図書館統計数値 5,833 5,567 5,971 

サービス指標 

登録率 10〜12 歳 
（図書館登録者数）/ 

（年齢区分別の⼈⼝）×100 48% 46% 50% 

 

○実利⽤者数 

 出典 H28 H29 H30 
年齢区分別 

実利⽤者数推移 

10〜12 歳 

図書館統計数値 2,740 2,579 2,547 

実利⽤者数率 10〜12 歳 
（図書館実利⽤者数）/

（10〜12 歳の⼈⼝）×

100 
22% 21% 21% 

 

○貸出冊数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 出典 H28 H29 H30 

10〜12 歳の貸出数 
貸出館コード 

年齢区分別貸出数 
58,458 63,810 62,015 

⼀⼈当たり貸出冊数 
(10〜12 歳の貸出し

/(10〜12 歳の⼈⼝)×

100 
4.42 4.95 4.89 
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○市⺠センターおはなし会 

 出典 H28 H29 H30※ 

おはなし会 

「市⺠センター 

おはなし会」 

図書館要覧 

市内 7 施設 

79 回 764 ⼈ 

⼦ども 455 ⼈ 

⼤⼈ 309 ⼈ 

市内 7 施設 

82 回 791 ⼈ 

⼦ども 446 ⼈ 

⼤⼈ 345 ⼈ 

市内 7 施設 

68 回 639 ⼈ 

⼦ども 366 ⼈ 

⼤⼈ 273 ⼈ 

※ 10 ⽉から 12 ⽉にかけて、⿇疹感染予防のため、おはなし会中⽌。 

 

〇その他 

 

 H28 H29 H30 

児童図書・新着図書案内 

「この本よんで」 

5,208 部 

12 回/年 

窓⼝等配布 

5,352 部 

12 回/年 

窓⼝等配布 

5,570 部 

12 回/年 

窓⼝等配布 

児童図書・新着図書案内 

「この本よんで」7 ⽉特集号 

5,800 部 

1 回/年 

全⼩学校に配布 

窓⼝等配布 

5,800 部 

1 回/年 

全⼩学校に配布 

窓⼝等配布 

2,290 部 

1 回/年 

全⼩学校に配布 

窓⼝等配布 

児童図書推薦リスト 

「こどものほんだな」 

26,000 部 

1 回/年 

全⼩学⽣に配布 

窓⼝等配布 

26,000 部 

1 回/年 

全⼩学⽣に配布 

窓⼝等配布 

27,160 部 

1 回/年 

全⼩学⽣に配布 

窓⼝等配布 

出前講座（家庭教育学級） 

「⼦どもの本の選び⽅」 
9 回 165 ⼈ 12 回 280 ⼈ 9 回 170 ⼈ 

⼩学校読み聞かせ 

ボランティア対象の講座 
8 回 301 ⼈ 8 回 269 ⼈ 8 回 230 ⼈ 

⾏事 

⼦ども・本まつり 

参加⼈数︓延べ 4,007 ⼈ 

「はらぺこあおむし 

 発⾏ 40 周年」 

「⾒てトクする 

 ⾃由研究」ほか 

他 13 講座 

参加⼈数︓延べ 3,318 ⼈ 

「にしまきかやこの世界で 

  あそぼう」 

「⾒てトクする⾃由研究」 

   他 8 講座 

参加⼈数︓延べ 3,179 ⼈ 

「こども未来〜かこ 

さとしの楽しい世界」 

「⾒てトクする 

⾃由研究」 

他 9 講座 
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＜中学⽣＞ 

○⼈⼝ 

 

 

 

 

 

○図書館登録者 

 

 

 

 

 

 

 

○実利⽤者数 

 出典 H28 H29 H30 
年齢区分別 

実利⽤者数推移 

13〜15 歳 
図書館統計数値 1,132 1,048 971 

実利⽤者数率 

13〜15 歳 

（図書館実利⽤者数）/

（13〜15 歳の⼈⼝）×

100 
9% 8% 8% 

 

○貸出冊数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 出典 H28 H29 H30 

13〜15 歳の 

⼈⼝ 

松⼾市年齢階層別 

⼈⼝統計表 
（男⼥別 

平成 31 年 3 ⽉ 31 ⽇時点） 

13,229 12,882 12,690 

 出典 H28 H29 H30 
年齢区分別 

登録者数推移 

13〜15 歳 

図書館統計数値 7,476 7,156 7,452 

登録率 13〜15 歳 
（図書館登録者数）/

（年齢区分別の⼈⼝）

×100 
57% 56% 59% 

 出典 H28 H29 H30 

13〜15 歳の 

貸出数 
貸出館コード 

年齢区分別貸出数 
21,220 19,432 16,111 

⼀⼈当たり貸出冊数 

(13〜15 歳の貸出し

/(13〜15 歳の⼈⼝)

×100 
1.60 1.51 1.27 
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＜⾼校⽣＞ 

○⼈⼝ 

 出典 H28 H29 H30 

16〜18 歳の 

⼈⼝ 

松⼾市年齢階層別 

⼈⼝統計表 
（男⼥別 

平成 31 年 3 ⽉ 31 ⽇時点） 

13,445 13,595 13,438 

 

○図書館登録者 

 出典 H28 H29 H30 
年齢区分別 

登録者数推移 

16〜18 歳 
図書館統計数値 8,056 7,691 9,530 

登録率 16〜18 歳 
（図書館登録者数）/ 

（年齢区分別の⼈⼝）×100 60% 57% 71% 

 

○実利⽤者数 

 出典 H28 H29 H30 
年齢区分別 

実利⽤者数推移 

16〜18 歳 

図書館統計数値 835 788 727 

実利⽤者数率 

16〜18 歳 

（図書館実利⽤者数）/

（16〜18 歳の⼈⼝）×

100 
6% 6% 5% 

 

○貸出冊数 

 出典 H28 H29 H30 

16〜18 歳の 

貸出数 
貸出館コード 

年齢区分別貸出数 
11,778 12,129 10,882 

⼀⼈当たり貸出冊数 

(16〜18 歳の貸出し

/(16〜18 歳の⼈⼝)×

100 
0.88 0.89 0.81 
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④ ⽤語解説  
                                                  
1 不読率 

「１か⽉に１冊も本を読まなかった⼦どもの割合」のこと。なお平成 26 年度以降、「全

国学⼒・学習状況調査」（⽂部科学省）より、「1 か⽉に、何冊くらい本を読みますか。

（教科書や参考書,漫画や雑誌は除きます。）」の質問項⽬がなくなった。そのため本市

では、同調査の「学校の授業時間以外に、普段（⽉曜⽇から⾦曜⽇）、１⽇当たりどれ

くらいの時間、読書をしますか。（教科書や参考書、漫画や雑誌は除きます）」の問いに

対して、「全くしない」と回答した児童・⽣徒の割合を不読率としている。 
 

2 ⼦ども本まつり 

  読書推進を喚起することを⽬的に、夏休み期間中、⼦ども読書推進センターを会場で

作家や児童⽂学作品等を紹介する企画展⽰、講座を開催するイベントの総称。 

 
3 読書通帳 

市⽴図書館で貸出した貸出履歴を、専⽤の「読書通帳機」を⽤いて通帳に印字するも

の。 
 

4 学校図書館専⾨員・⽀援員 

学校図書館法第 6 条に規定される、「専ら学校図書館の職務に従事する職員」を指す。

令和元年度より、従来の「学校司書」から「学校図書館専⾨員」に名称変更を⾏い、

資格及び従事する職務の内容により、新たに「⽀援員」の配置を⾏った。 
 

5 学校貸出 

市内に所在する学校を対象に、図書館から授業等で使⽤する本を貸出すること。1 校

200 冊まで 28 ⽇間貸出を⾏っている。 
 

6 ⼩学校での読み聞かせ講座 

  松⼾市内の⼩学校で読み聞かせ活動をしている⼈を対象に、プログラムの組み⽴て⽅、

本の選び⽅、本の読み⽅、季節毎のおすすめの本の紹介等を⾏っている。 
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7 ブックスタート 

絵本を介して親⼦の絆を深め、絵本に親しむきっかけとすることを⽬的に、地域に 

⽣まれたすべての⾚ちゃんとその保護者を対象に、絵本と関連情報を配布する事業。 
 

8 パネルシアター 

パネル布を貼った舞台を使って、紙⼈形を貼ったり外したりすることでお話しを展開

させるもの。 
 

9 こどもの読書週間 

4 ⽉ 23 ⽇から 5 ⽉ 12 ⽇の期間。⼦どもの読書の推進、保護者への普及啓発を⾏う 

イベントが集中して開催されている。 

 
10 ⼤型絵本 

「ビッグブック」ともいう。作者に許可を得て拡⼤製作された絵本のこと。⼤⼈数を対 

象にした読み聞かせで使⽤する。 
 
11 団体貸出 

図書館などが地域の団体やグループなどに図書資料等をまとめて貸出をすること。 
 

12 家庭⽂庫 

地域の有志の⽅々が⾃宅等を開放し、地域の⼦どもたちに児童図書を貸し出したり、

読み聞かせを⾏ったりする活動のこと。 
 

13 ブックスタート・パック 

松⼾市ブックスタート事業で配布する絵本や⼦育て情報のリーフレットをコットン 

バッグに⼊れたもの。 
 

14 SNS（ソーシャル・ネットワーキング・サービス） 

   Twitter（ツイッター）、Facebook（フェイスブック）、LINE（ライン）、Instagram 

（インスタグラム）などの、インターネット上のコミュニケーションを促す会員制の 

サービス。 
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15 理科読 

理科の実験と、理解を深めるための絵本の読み聞かせを⾏うことで、理科の本に親し

んでもらうための読書活動のこと。 
 

16 ブックトーク 

特定のテーマに合わせて数冊の本のあらすじを紹介すること。 
 

17 司書教諭 

学校図書館の専⾨的職務を⾏う資格を有した教員のこと。学校図書館法により、学級 

数が 12 学級以上の学校には、必ず司書教諭を置かなければならないとされている。 
 

18 知的書評合戦（ビブリオバトル） 

おすすめの本を持ち寄って紹介し、⼀番読みたいと思った本に投票をしてチャンプ本

（最多票を集めたもの）を決めるゲーム。 
 

19 学習⽀援専⾨員 

松⼾市教育委員会における、学校との連携の推進や⽣涯学習活動の⽀援等の教育普及 

活動を⾏うための専⾨員のこと。 

 
20 レファレンス 

利⽤者の求めに応じて、図書館員が事実調査や本に関する情報などを提供する業務。 

 
21 POP 広告（POP） 

紙に商品名や価格、キャッチコピーや説明⽂、絵などを⼿書きした広告媒体のこと。 
 

22 ヤングアダルトコーナー（YA コーナー） 

主に中⾼⽣にあたる 10 代の⼦どもたち向けに揃えられた図書コーナーのこと。「ティ 

ーンズコーナー」ともいう。 
 

23 情報リテラシー 

⼤量の情報の中から、必要な情報を検索、評価、整理、活⽤する能⼒のこと。 
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24 読書週間 

10 ⽉ 27 ⽇から 11 ⽉ 9 ⽇の期間。⼦どもから⼤⼈まで、読書を啓発するイベントが

集中して開催される。 

 
25 ペープサート 

   ⼈物や動物の絵を描いた紙に、棒をつけたものを動かして演じる紙⼈形劇のこと。 
 
26 ⼤活字本 

⾼齢者や弱視者にも読みやすいよう、⽂字の⼤きさや⾏間などを調整し、⼤きな活字

に組みなおして出版された本。⼩中学⽣向けには、「⼤きな⽂字の⻘い⿃⽂庫」シリ

ーズ（読書⼯房）などが出版されている。 
 

27 LL ブック 

知的障害や発達障害のある⼈にもわかりやすく、ひらがなやわかち書き、写真やピク

トグラムを使うなどして書かれた本のこと。「LL」はスウェーデン語で「やさしく読

みやすい」を意味する⾔葉の略。 

 
28 リーディングトラッカー 

「スリット」ともいう。読みたい⾏に集中しやすいように、前後の⾏を覆い隠す読書 

補助具。 
 

 
29 布絵本 

布などを使って製作された絵本のこと。ひもやボタン、マジックテープなどを使⽤し、 

結んだり、留めたりして楽しむことができるものもある。 

 
30 マルチメディア DAISY（デイジー）図書 

パソコンやタブレット端末の画⾯上で、⽂章を⽬で追い、⽿で⾳声聞いて、絵とおは

なしを楽しむことができる図書のこと。⾳声の再⽣スピードや、⽂字の⼤きさ、画⾯

の背景の⾊など、読みやすいように設定を変更することができる。 
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31 サピエ 

厚⽣労働省補助事業「視覚障害者情報提供ネットワーク整備事業」。視覚障害者を始

めとした、⽬で⽂字を読むことが困難な⼈を対象に、点字データ、デイジーデータ等

の情報を提供するネットワークのこと。 
 

32 対⾯朗読 

⽬の不⾃由な⽅などに、朗読者が対⾯しながら希望の資料を読むこと。 
 
33 ⾳声拡⼤読書器 

読み取り器に原稿を置くと、活字部分を合成⾳声で読み上げる機器。拡⼤表⽰機能も 

ある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


